
広報�

きたあきた�
広報�

きたあきた�
N0.112 2010年�
　　市ホームページ�
http : //www.city.k i taaki ta.akita.jp

7月�

　夏山シーズンを迎えた森吉山（標高1,454ｍ）。阿仁

スキー場のゴンドラからは、眼下に深緑のパノラマが広が

り、夏山の空中散歩が楽しめます。また、ゴンドラ山頂駅

（標高1,167ｍ）からの登山道では、夏の高山植物が森吉山

を彩り、訪れる人を楽しませています。（８頁に関連記事）�

阿仁のゴンドラで�
夏山の空中散歩�
～阿仁のゴンドラで行く森吉山紀行～�

阿仁のゴンドラで�
夏山の空中散歩�
～阿仁のゴンドラで行く森吉山紀行～�



　広報きたあきた　22．７．１  ２�

６月定例議会行政報告（その１）�

　
平
成
22
年
６
月
定
例
議
会
は
、６
月
15
日
に
開
会
、６
月
25
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の

大
綱
質
疑
、ま
た
17
日
、18
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、各

常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、25
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

６
月
定
例
議
会�

行

政

報

告

�

(１)
�

　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
水
害
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
、事
前
の
備
え
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
に「
北
秋
田
市
洪
水
・
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
、５
月
１
日

号
の
市
広
報
と
一
緒
に
全
戸
配
布
し
て
い

ま
す
。�

　
防
災
訓
練
は
、５
月
26
日
、日
本
海
中
部

地
震
か
ら
27
年
目
と
な
る「
県
民
防
災
の

日
」に
、消
防
本
部
と
合
同
で
北
秋
田
市
中

央
公
民
館
を
主
会
場
に
避
難
訓
練
等
を
実

施
し
、災
害
等
の
有
事
に
備
え
、体
制
や
役

割
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
ま
し
た
。�

■
総
合
政
策
課�

　
平
成
20
年
度
で
創
設
さ
れ
た「
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」関
連
事
業
は
、

道
路
・
橋
梁
・
側
溝
等
維
持
改
良
事
業
、戸
籍

電
算
化
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
な
ど
17
事
業

を
平
成
21
年
度
に
繰
り
越
し
実
施
し
ま
し

た
が
、平
成
22
年
３
月
末
を
も
っ
て
計
画
し

た
全
て
の
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。事
業
費

の
総
額
は
６
億
６
７
６
７
万
９
７
２
２
円

で
す
。�

　
平
成
21
年
度
で
創
設
さ
れ
た「
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」関
連
事

業
は
、24
事
業
中
18
事
業
が
完
了
し
、６
事

業
が
平
成
22
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。平

成
21
年
度
中
の
執
行
額
は
７
億
２
３
６
８

万
１
５
４
２
円
、繰
越
額
は
１
億
２
３
６
５

万
円
で
す
。�

　「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
」

及
び「
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」は
、全
事

業
が
平
成
22
年
度
に
繰
り
越
し
に
な
り
ま

し
た
。�

　
仙
北
市
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
秋
田

内
陸
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事

業
は
、４
月
の
市
民
病
院
開
院
に
あ
わ
せ
、

路
線
バ
ス
及
び
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
実

証
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
広
告

掲
載
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、平
成
22
年

度
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

の
応
募
枠
を
広
げ
、現
在
９
事
業
者
の
広
告

を
掲
載
。今
後
は
広
告
を
掲
載
す
る
媒
体
を

広
げ
、更
な
る
歳
入
確
保
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。�

　�

�����������

　
ふ
る
さ
と
会
は
、阿
仁
地
区
出
身
者
に
よ

る「
東
京
圏
あ
に
会
」総
会
が
５
月
30
日
に

開
催
さ
れ
、約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

■
内
陸
線
再
生
支
援
室�

　
４
月
１
日
か
ら
、県
の
交
通
政
策
課
秋
田

内
陸
線
支
援
班
と
市
の
内
陸
線
再
生
支
援

室
の
機
能
を
合
体
さ
せ
た「
秋
田
内
陸
活
性

化
本
部
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。県
と
市
の

一
体
化
し
た
組
織
が
同
じ
場
所
で
一
緒
に

活
動
し
て
い
く
こ
と
で
、内
陸
線
に
対
す
る

支
援
を
一
層
効
率
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
、業
務
内
容
は
内
陸
線
の
利

活
用
促
進
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
、沿
線
地
域
の

活
性
化
で
、広
域
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
収

支
改
善
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。�

 �　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
22
年
1
月
26
日
〜
５
月
25
日
ま
で

の
工
事
等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）

は
43
件
、契
約
額
は
６
億
７
０
０
９
万
円
で

す
。�

■
税
務
課�

　
平
成
22
年
度
の
当
初
課
税
状
況
は
、軽
自

動
車
税
は
課
税
台
数
１
万
６
３
３
２
台
、課

税
額
が
７
２
８
０
万
６
０
０
０
円
で
す
。ま

た
、固
定
資
産
税
は
納
税
義
務
者
数
が
１
万

７
０
４
７
人
、課
税
額
は
15
億
３
１
９
８
万

８
０
０
０
円
で
す
。�

　
市
民
生
活
部
関
係�

■
生
活
課

 

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、４
月
18
日
、

市
内
全
域
で
、約
７
０
０
０
人
の
市
民
の
参

加
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、小
中

学
校
や
各
種
団
体
、民
間
企
業
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
も
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
春
の
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
犬
の
登
録

は
、５
月
７
日
か
ら
６
月
12
日
ま
で
１
０
９

か
所
で
巡
回
実
施
し
ま
し
た
。�

　
春
の
交
通
安
全
運
動
初
日
に
は
、市
役
所

本
庁
舎
前
と
森
吉
庁
舎
前
に
お
い
て
総
決

起
集
会
を
開
催
。期
間
中
は
市
民
や
交
通
指

導
隊
に
よ
る
街
頭
指
導
等
を
実
施
し
、交
通

安
全
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。�

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

▲路線バス・乗合タクシーによる実証運行
が実施されました。

　広報きたあきた　22．７．１　�３�

６月定例議会行政報告（その１）�

平
成
21
年
度
の
ご
み
搬
入
は
、１
万
２
２
７

１
㌧
で
、前
年
度
比
３
８
１
㌧
の
減
少
に
な

り
ま
し
た
。�

������������

■
総
合
窓
口
課�

　
平
成
22
年
４
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者

数
は
、３
万
７
４
５
２
人
で
、そ
の
内
訳
は

男
１
万
７
６
２
９
人
、女
１
万
９
８
２
３

人
、世
帯
数
は
１
万
４
５
７
６
世
帯
で
す
。�

　
一
般
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の
申
請
・
交
付

事
務
は
、昨
年
10
月
1
日
か
ら
県
よ
り
権
限

委
譲
さ
れ
、市
が
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、申

請
件
数
は
、平
成
21
年
度
末
現
在
で
２
３
５

件
、パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
件
数
は
２
１
３
件
で

す
。�

　
国
民
健
康
保
険
は
、平
成
22
年
３
月
末
現

在
の
加
入
世
帯
数
が
６
０
２
３
世
帯
、被
保

険
者
数
は
、９
８
２
１
人
で
、そ
の
内
、前
期

高
齢
者
は
４
２
９
３
人
で
す
。�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
、平
成
22
年
4

月
1
日
現
在
の
被
保
険
者
数
は
７
６
０
０

人
で
、そ
の
内
、若
年
障
害
者
認
定
数
は
２

５
５
人
で
す
。�

　
健
康
福
祉
部
関
係�

�

■
福
祉
課 �

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
自
立
支
援

給
付
の
利
用
者
は
、４
月
１
日
現
在
で
介
護

給
付
が
１
２
４
人
、訓
練
等
給
付
が
74
人
、

旧
法
施
設
入
所
等
が
１
０
９
人
、自
立
支
援

医
療
の
更
生
医
療
が
46
人
、育
成
医
療
が
５

人
、精
神
通
院
医
療
が
４
９
４
人
で
す
。�

　
ま
た
、障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ

さ
え
」の
相
談
支
援
事
業
は
、年
間
延
べ
利

用
者
数
が
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
３
５
７
３
人

と
な
っ
て
お
り
、障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
４
月
に
入
園
し
た
公
立
８
保
育
園
と
私

立
４
保
育
園
の
園
児
８
７
８
人
は
、元
気
に

楽
し
い
保
育
園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た「
子
ど
も

手
当
」は
、受
給
者
に
、子
ど
も
手
当
確
認
通

知
書
、認
定
請
求
手
続
き
の
お
知
ら
せ
等
を

送
付
し
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

　
市
の
単
独
事
業「
ひ
と
り
親
家
庭
就
学
祝

金
」は
、小
中
学
校
へ
の
入
学
時
の
経
済
支

援
と
し
て
、本
年
度
は
小
学
生
27
人
、中
学

生
35
人
の
児
童
生
徒
に
交
付
し
ま
し
た
。�

　
北
秋
田
市
ハ
ー
ト
フ
ル
倶
楽
部
委
員
会

で
は
、県
少
子
化
対
策
局
、あ
き
た
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、結
婚

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
独
身
男
女
の
出
会
い

の
場
を
計
画
し
て
い
ま
す
。�

■
高
齢
福
祉
課�

　
高
齢
者
障
害
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

ス
は
、利
用
登
録
者
数
が
４
６
６
人
で
、延

べ
利
用
回
数
は
７
４
６
２
回
で
す
。�

　
食
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
は
、利
用
登

録
者
数
が
３
２
０
人
で
、延
べ
利
用
食
数
は

３
万
６
８
０
９
食
と
利
用
が
伸
び
て
い
ま
す
。�

　
家
族
介
護
慰
労
金
は
、登
録
人
員
が
３
４

５
人
で
、在
宅
介
護
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。�

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
受
け
た
高

齢
者
に
関
わ
る
相
談
件
数
は
２
９
８
４
件

で
年
々
増
え
て
お
り
、地
域
に
出
向
い
て
の

介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
、介
護
予
防
の
普

及
に
努
め
ま
す
。�

　
ひ
ま
わ
り
の
家
の
利
用
者
は
、年
間
４
万

１
３
９
６
人
、１
日
平
均
１
３
１
人
で
す
。�

■
医
療
推
進
課�

　
市
民
病
院
の
竣
工
式
は
、３
月
14
日
、関

係
者
の
出
席
の
も
と
、式
典
及
び
祝
賀
会
を

行
い
新
病
院
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
市
民
病
院
へ
の
患
者
移
送
は
、４
月
１
日

に
陸
上
自
衛
隊
ほ
か
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
、約
70
人
の
患
者
を
無
事
に
移
送

し
ま
し
た
。外
来
診
療
は
４
月
５
日
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。�

　
北
秋
田
市
医
療
基
本
構
想
の
見
直
し
は
、

15
人
の
委
員
を
選
任
し
、６
月
２
日
に
第
１

回
目
の
策
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
市
民
病
院
の
利
便
性
向
上
は
、市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
対
処
す
る

た
め
市
と
厚
生
連
で「
市
民
病
院
運
営
連
絡

協
議
会
」を
設
置
し
、６
月
４
日
に
第
１
回

目
の
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。�

■
健
康
推
進
課�

　
成
人
検
診
事
業
は
、集
団
検
診
方
式
・
個
別

医
療
機
関
方
式
・
ド
ッ
ク
方
式
で
実
施
、並
行

し
て
各
種
が
ん
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
介
護
予
防
事
業
は
、栄
養
教
室
、口
腔
機

能
向
上
教
室
、パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
、運

動
教
室
の
各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
市
民
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
は
、４
地
区
で
開
催
予
定
で
す
。�

　�

�����������

　
母
子
保
健
事
業
は
、乳
幼
児
健
診
、育
児
相

談
、マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

■
市
立
阿
仁
診
療
所�

　
平
成
21
年
度
の
外
来
患
者
数
は
２
万
７

３
８
５
人
、
外
来
収
益
額
は
お
よ
そ
３
億

８
０
５
万
円
で
す
。�

■
国
民
健
康
保
険
合
川
診
療
所�

　
平
成
21
年
度
の
外
来
患
者
数
は
、
１
万

４
０
３
８
人
、
外
来
収
入
額
等
は
お
よ
そ

１
億
９
１
８
９
万
７
０
０
０
円
で
す
。�

▲健康増進を図るウオーキング「マタギウ
オーク」を開催

▲市内全域で住民参加による春のクリーン
アップ
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６
月
定
例
議
会�

行

政

報

告

�

(２)
�

�
　
産
業
部
関
係

■
農
林
課�

　
水
稲
栽
培
は
、４
月
上
旬
か
ら
の
低
温
等

に
よ
り
、春
作
業
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、５
月
の
連
休
半
ば
か
ら
の
天
候
回
復

に
よ
っ
て
進
み
、５
月
22
日
、23
日
が
北
秋

田
地
域
の
田
植
え
の
最
盛
期
と
な
り
ま
し

た
。田
植
え
後
も
安
定
し
た
天
候
が
続
い
て

順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。�

　
畑
作
は
、山
の
芋
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
と

も
４
月
の
低
温
の
影
響
で
２
〜
３
日
の
遅

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、葉
た
ば
こ
の
定
植

作
業
は
平
年
並
み
で
終
了
し
て
い
ま
す
。�

　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
事
業
は
、今

年
も
１
人
が
秋
田
県
農
業
試
験
場
に
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
農
業
者
育
成
事
業
を
活
用
し
、研

修
を
し
て
お
り
、将
来
の
市
農
業
の
担
い
手

に
な
る
よ
う
育
成
し
て
い
ま
す
。�

　
口
蹄
疫
病
は
、空
気
感
染
等
で
の
感
染
も

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、５
月
末
に
市
内
畜
産

農
家
に
注
意
を
促
す
看
板
や
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、両
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。�

　
今
年
の
牧
場
運
営
は
、31
頭
が
鷹
巣
牧
場

に
、30
数
頭
が
高
津
森
牧
場
に
入
牧
を
終
了

し
ま
し
た
。両
牧
場
と
も
草
地
の
管
理
や
周

辺
整
備
を
進
め
、農
家
の
利
用
促
進
を
促
し

な
が
ら
、安
全
で
安
心
で
き
る
肉
用
牛
生
産

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。�

　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
営

農
活
動
支
援
交
付
金
事
業
は
、３
活
動
組
織
で

事
業
費
は
１
４
７
万
６
０
０
０
円
で
す
。共
同

活
動
支
援
交
付
金
事
業
は
、66
活
動
組
織
で
事

業
費
は
１
億
２
６
７
３
万
４
０
０
０
円
を
予

定
し
、６
月
〜
７
月
頃
の
現
地
確
認
作
業
等
を

経
て
、各
組
織
に
支
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。�

　
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
事
業
は
、今

年
度
か
ら
新
た
に
第
３
期
対
策
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
土
地
改
良
事
業
関
係
は
、県
営
農
村
整
備

事
業
で
の
調
査
事
業
が
５
地
区
で
決
定
と

な
り
、基
礎
調
査
等
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
５
月
12
日
、市
内
の
行
政
、農
林
、商
工
関

係
団
体
等
で
組
織
す
る「
第
１
３
３
回
秋
田

県
種
苗
交
換
会
北
秋
田
市
協
賛
会
」の
設
立

総
会
が
開
か
れ
、事
業
計
画
、収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
、本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。�

■
商
工
観
光
課�

　
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事
業
関

係
は
、県
の
基
金
事
業
を
活
用
し
、13
事
業
・

61
人
の
新
規
雇
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。市
単

独
雇
用
事
業
分
と
し
て
保
育
士
補
助
、清
掃

員
、臨
時
職
員
の
７
人
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。�

　
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対
策
基
金
事

業
は
、株
式
会
社「
あ
き
た
雑
穀
村
」と
契
約

締
結
を
行
い
ま
し
た
。�

　
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
は
、新
規
１
店

舗
を
含
め
６
店
舗
を
事
業
認
定
し
て
空
き

店
舗
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
全
日
空
・
大
館
能
代
―
大
阪
線
が
来
年
１

月
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、大
館
能
代

空
港
利
用
促
進
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
て

搭
乗
率
ア
ッ
プ
に
努
め
、運
航
再
開
を
目
指

し
ま
す
。�

　
観
光
振
興
は
、「
北
秋
田
市
観
光
振
興
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。観
光
に
お
け
る
北

秋
田
市
の
将
来
を
見
据
え
た
中
期
的
な
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
、平
成
22
年
度
か
ら

27
年
度
を
対
象
年
度
と
し
て
い
ま
す
。�

　
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

打
当
温
泉「
マ
タ
ギ
の
湯
」別
館
及
び
熊
牧

場
園
内
の
改
修
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。�

����������

　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課�

　
北
秋
田
市
日
沿
道
・
中
岱
橋
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
は
、中
岱
橋
の
完
成
、開
通
に
伴

い
、名
称
を「
北
秋
田
市
日
沿
道
・
あ
き
た
北

空
港
〜
二
ツ
井
白
神
間
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
」に
改
め
、そ
の
整
備
促
進
に
向
け
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。�

　
市
営
住
宅
の
入
居
状
況
は
、管
理
戸
数
６
０

４
戸
に
対
し
て
、入
居
戸
数
５
６
１
戸
で
す
。�

　
畑
町
団
地
整
備
事
業
は
、６
月
下
旬
に
実

施
設
計
業
務
を
委
託
し
、年
内
に
本
工
事
完

成
と
移
転
者
の
入
居
替
え
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。�

■
建
設
課�

　
繰
越
事
業
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
は
、計
画
６
路
線
の
う

ち
測
量
業
務
委
託
１
件
を
発
注
し
て
い
ま

す
。地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付

金
事
業
は
、計
画
20
路
線
の
う
ち
測
量
設
計

業
務
委
託
２
件
、側
溝
改
良
工
事
線
１
件
を

発
注
し
て
い
ま
す
。�

　
河
川
維
持
工
事
１
件
、道
路
災
害
復
旧
工

事
２
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。�

■
上
下
水
道
課�

　
簡
易
水
道
事
業
は
、繰
越
事
業
で
行
っ
た

森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備

事
業
の
長
野
沢
地
内
へ
の
浄
水
場
造
成
工

事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。�

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、阿
仁
合
処
理
区
に

お
け
る
阿
仁
小
渕
地
区
、鷹
巣
処
理
区
に
お

け
る
脇
神
字
平
崎
上
岱
及
び
平
崎
川
戸
沼
の

各
一
部
を
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。�

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、道
城
地
区
を
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。�

▲生活対策臨時交付金事業で改修された　
　「マタギの湯」別館

　広報きたあきた　22．７．１　�５�

６月定例議会行政報告（その２）�

　
消
防
本
部
関
係�

■
常
備
消
防

　
平
成
22
本
年
１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
の

火
災
の
発
生
は
、建
物
火
災
が
５
件
、林
野

火
災
１
件
、そ
の
他
火
災
が
１
件
で
、火
災

に
よ
る
死
者
は
１
人
で
す
。�

　
救
急
出
場
は
５
０
４
件
で
、内
訳
と
し
て

急
病
が
３
４
９
件
、一
般
負
傷
54
件
な
ど
で

す
。救
助
の
出
場
は
、23
件
で
す
。�

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
事
業

は
、平
成
22
年
４
月
末
で
、１
３
１
自
治
会

等
か
ら
交
付
申
請
が
あ
り
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。�

■
非
常
備
消
防�

　
春
の
火
災
予
防
運
動
初
日
に
各
地
区
ご

と
に
全
ポ
ン
プ
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
及

び
機
械
器
具
の
点
検
を
実
施
し
、期
間
中
は

火
災
予
防
巡
回
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
推
進
チ
ラ
シ
の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。�

　�

�����������

　
５
月
29
日
、米
代
川
流
域
９
市
町
村
の
水

防
団
が
集
結
し
、能
代
市
で
水
防
演
習
が
開

催
さ
れ
、当
市
水
防
団
か
ら
50
人
の
団
員
が

参
加
し
ま
し
た
。�

　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課 �

　
今
年
度
建
築
予
定
の
阿
仁
中
学
校
体
育

館
は
、４
月
に
建
築
確
認
申
請
書
の
提
出
を

終
え
、許
可
が
下
り
次
第
、入
札
を
行
い
た

く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
鷹
巣
中
央
・
鷹
巣
南
・
阿
仁
合
小
学
校
と

森
吉
・
阿
仁
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
及
び

米
内
沢
小
学
校
の
玄
関
・
図
書
棟
解
体
工

事
、森
吉
中
学
校
の
給
水
管
交
換
工
事
は
、

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
工
事
を
行
い
た

く
、事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
合
川
学
童
セ
ン
タ
ー
で
の「
あ
き
た
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
学
園
」事
業
は
、受
け
入
れ
３
年

目
を
迎
え
、県
と
連
携
し
て
、さ
ら
に
事
業

の
継
続
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
山
村
留
学
事
業
の「
ま
と
び
学
園
」は
、

２
ヵ
年
休
園
と
い
う
憂
慮
さ
れ
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。今
後
の
方
途
に
つ
い
て
は
、

「
合
川
山
村
留
学
協
議
会
」な
ど
地
域
関
係

者
と
と
も
に
、廃
止
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

を
深
め
て
い
き
ま
す
。�

　
た
か
の
す
幼
稚
園
の
平
成
22
年
度
の
入
園

児
童
数
は
９
人
で
、園
児
数
は
15
人
で
す
。�

■
学
校
教
育
課�

　
今
年
度
の
入
学
児
童
生
徒
は
、小
学
校
２

１
８
人
、中
学
校
２
８
７
人
で
す
。こ
れ
に
よ

り
、小
学
校
の
児
童
数
は
１
５
４
０
人
、中
学

校
の
生
徒
数
は
８
９
０
人
で
、学
級
数
は
小

学
校
が
１
０
５
学
級
、中
学
校
37
学
級
で
す
。�

　
小
・
中
学
校
の
運
動
会
・
体
育
大
会
は
５
月

７
日
を
皮
切
り
に
行
わ
れ
、家
族
や
地
域
の

方
々
の
声
援
を
受
け
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
躍
動

す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
大
館
北
秋
田
中
学
校
春
季
総
合
体
育
大

会
は
、野
球
で
合
川
中
が
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
で
鷹
巣
中
が
優
勝
を
飾
る
な
ど
、市
内

の
中
学
校
は
各
種
競
技
で
大
活
躍
で
し
た
。

　
本
年
度
で
最
後
と
な
る
市
立
合
川
高
校

の
新
入
生
は
普
通
科
61
人
で
、全
校
生
徒
数

は
１
６
５
人
で
す
。こ
の
内
１
、２
年
生
の

１
０
４
人
は
、来
春
に
新
設
さ
れ
る
県
立
高

校「
秋
田
北
鷹
高
校
」へ
転
入
学
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。寄
宿
舎
入
寮
生
は
男
女

合
わ
せ
て
37
人
で
す
。健
全
で
快
適
な
寮
生

活
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。�

■
生
涯
学
習
課 �

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、市
内
14
ヵ

所
で
４
７
１
人
の
申
込
み
が
あ
り
、放
課
後
子

ど
も
教
室
と
連
携
を
と
り
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　「
子
ど
も
読
書
夢
プ
ラ
ン
事
業
」は
本
年

度
も
県
教
育
委
員
会
か
ら
非
常
勤
職
員
が

派
遣
さ
れ
、学
校
図
書
館
整
備
支
援
と
と
も

に
児
童
館
、放
課
後
子
ど
も
教
室
で
の
読
書

普
及
啓
発
な
ど
、子
ど
も
た
ち
へ
の
読
書
支

援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

　
高
齢
者
大
学
で
は
、高
鷹
大
学
２
８
６

人
、合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
59
人
、森
吉
大
学

１
１
７
人
、阿
仁
生
き
活
き
大
学
49
人
の
受

講
生
が
入
学
・
開
講
式
を
終
え
、多
く
の
仲

間
と
と
も
に
い
き
が
い
づ
く
り
を
目
指
し

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

���������

　�
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５
月
１
日
、世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
伊

勢
堂
岱
遺
跡
で
今
年
の
一
般
公
開
が
始
ま

り
、登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。�

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 �

　
第
48
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン
・
大
館
北
秋
田

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
４
月
17
日
開
催
さ

れ
、市
内
外
か
ら
２
０
４
人
の
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
が
参
加
し
、家
族
ら
の
応
援
を
受

け
、健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。�

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
施

設
の
平
成
21
年
度
利
用
者
は
、市
民
プ
ー
ル

が
４
万
１
４
０
人
、市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場

が
１
万
１
２
８
５
人
で
し
た
。22
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
５
年
間
、両
施
設
の
管
理
は

引
き
続
き
、プ
ー
ル
は
㈲
シ
バ
タ
に
、ス
キ

ー
場
は
今
泉
自
治
会
に
決
ま
り
ま
し
た
。　�

▲米代川流域９市町村の水防団が出水期に
備え水防演習

▲いきがいづくりを目ざし各地区の高齢者
大学スタート



■
投
票
日
・
投
票
時
間�

▽
投
票
日
／
平
成
22
年
７
月
11
日（
日
）

▽
投
票
時
間
／
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
　  

　
投
票
は
、市
内
62
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
で
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が

１
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
、午
後
７
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。ま
た
、次
の
投
票
区
で
は
さ
ら

に
１
時
間
繰
り
上
げ
、午
後
６
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。�

▼
鷹
巣
地
区
　
田
子
ヶ
沢
、岩
谷
、黒
沢
、坊

山
、葛
黒
、竜
森
、明
利
又�

▼
合
川
地
区
　
三
里
、三
木
田
、鎌
沢
、杉
山

田�▼
森
吉
地
区
　
浦
田
、桂
瀬
、前
田
、小
又
、

新
屋
布
、五
味
堀
、巻
渕�

▼
阿
仁
地
区
　
三
枚
、吉
田
、水
無
、銀
山
、

荒
瀬
、伏
影
、根
子
、比
立
内
、中
村�

■
投
票
所
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す�

　
鷹
巣
地
区
の
坊
沢
投
票
区
は
、施
設
改
修

工
事
の
た
め
坊
沢
公
民
館
か
ら
鷹
巣
西
小

学
校
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。�

▼
坊
沢
投
票
区
↓
鷹
巣
西
小
学
校

■
投
票
で
き
る
方�

　
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、次
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。投
票

所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。�

①
平
成
２
年
７
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方②
平
成
22
年
３
月
23
日
以
前
か
ら
北
秋
田

市
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
平
成
22
年
３
月
24
日
以
降
に
北
秋
田
市

に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
は
、転
入
前
の
市

町
村
で
投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

　
な
お
、北
秋
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た
ま

ま
で
修
学
の
た
め
北
秋
田
市
を
離
れ
修
学

先
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る
学
生
の
方

は
、投
票
で
き
ま
せ
ん
。�

■
投
票
日
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
期
日

前
投
票
、不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

▽
期
日
前
投
票�

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、旅
行
等
や
む
を
得
な

投
票
で

投
票
で  

国
の
未
来
へ

国
の
未
来
へ  

意
思
表
示

意
思
表
示�
投
票
で  

国
の
未
来
へ  

意
思
表
示�

第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙�

　
第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
７
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
す
。（
６

月
24
日
公
示
）
。�

　
国
政
選
挙
は
、
わ
が
国
の
未
来
を

託
す
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
も
の
で
、

今
回
は
、
秋
田
県
選
出
議
員
選
挙
と

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
２
種

類
の
投
票
を
行
い
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
比
例
代
表
に
つ
い
て
は
、

候
補
者
の
個
人
名
か
政
党
名
の
ど

ち
ら
か
を
記
入
す
る
投
票
方
法
と

な
っ
て
い
ま
す
。
候
補
者
や
政
党
の

公
約
な
ど
を
よ
く
検
討
の
う
え
、
忘

れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
　�

１１�
７�

（日）�１１�
７�

（日）�

投票日は�

　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ�

忘れずに投票しよう！�
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���

い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、投
票
す
る
日
に
満
20
歳
に
達
し
て

い
な
い
方
は
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、確

認
さ
れ
る
場
合
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▽
不
在
者
投
票�

　
仕
事
や
旅
行
、住
所
移
転
等
で
選
挙
期
間

中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

出
向
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

　
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

投
票
所
入
場
券
の
裏
面「
期
日
前
・
不
在
者

投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」に
連
絡
先
等
を
記

入
の
う
え
、封
書
で
当
選
挙
管
理
委
員
会
に

投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。投
票
用

紙
の
郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す

の
で
、請
求
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。�

 

ま
た
、不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た
病

院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。�

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す�

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に
重
度
の

障
害
の
あ
る
方
や
、介
護
保
険
証
に
要
介
護
状

態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
方
で
、「
郵
便
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

■
期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所�

　
平
成
22
年
６
月
25
日（
金
）か
ら

　
平
成
22
年
７
月
10
日（
土
）ま
で

▽
北
秋
田
市
役
所
本
庁
３
階
第
３
会
議
室

　
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時�

▽
合
川
庁
舎
、森
吉
庁
舎
、阿
仁
庁
舎�

　
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時�

■
投
票
の
種
類�

　
投
票
は
２
種
類
行
い
ま
す
。

【
参
議
院
秋
田
県
選
出
議
員
選
挙
】�

　
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。�

【
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】�

　
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
候
補
者
の
氏

名
か
、名
簿
を
届
け
出
て
い
る
政
党
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
入
場
券
の
ご
確
認
を�

　
投
票
所
入
場
券
は
発
送
済
み
で
す
が
、入

場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
投
票
の
際
は
、入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。�

■
開
票
会
場
は
鷹
巣
体
育
館�

　
開
票
は
、投
票
日
当
日
の
午
後
８
時
15
分

か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す

（
公
開
）。駐
車
場
が
狭
い
た
め
、観
覧
さ
れ

る
場
合
は
車
で
の
ご
来
場
は
で
き
る
だ
け

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。�

�

■
お
問
い
合
わ
せ

　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
a

62-

６
６
１
４

��

②比例代表選出議員の投票�

○本○郎 ○△党

候補者名� 政党名�

または�投
票
箱

①秋田県選出議員の投票�

候補者名�
を書いて�
投票�

を書いて�
投票�

○本○郎投
票
箱

投票は２種類行います

投
票
入
場
券
（
表
面
）

（裏面）

※
期
日
前
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

入
場
券
裏
面
の
枠
内
に
必
要
事
項
を
記
入

し
ご
来
場
く
だ
さ
い

各欄に記入

←�いずれかを○で囲む

期日前投票をする場合は必ず事前に記入
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第１回根子菜の花番楽まつり／阿仁ゴンドラで行く森吉山紀行�

　「
花
の
百
名
山
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

森
吉
山（
標
高
１
４
５
４
メ
ー
ト
ル
）で
は
、

阿
仁
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
利
用
し
て

気
軽
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る「
阿
仁

の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行
」が
６

月
１
日
か
ら
始
ま
り
、さ
っ
そ
く
花
々
を

観
賞
し
よ
う
と
訪
れ
た
利
用
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。�

　
阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
、阿
仁
ス
キ
ー
場

を
所
有
し
て
い
る
ウ
イ
ン
タ
ー
ガ
ー
デ
ン

リ
ゾ
ー
ツ
㈱（
東
京
）か
ら
ゴ
ン
ド
ラ
施
設

を
借
り
受
け
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
冒
険
の
鍵

ク
ー
ン（
村
田
君
子
代
表
）が
運
行
し
て
い

ま
す
。出
発
の
ゴ
ン
ド
ラ
山
麓
駅
か
ら
終

着
の
ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
ま
で
の
、標
高
差

６
３
０
メ
ー
ト
ル
、総
延
長
３
４
７
３
メ
ー

ト
ル
を
約
15
分
か
け
て
登
り
ま
す
。�

　
運
行
初
日
は
、さ
わ
や
か
な
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
日
和
と
な
り
、夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
待

ち
望
ん
で
い
た
登
山
客
は
、山
頂
駅
舎
か

ら
高
山
植
物
の
花
々
を
求
め
て
群
生
の
ス

ポ
ッ
ト
を
目
指
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
咲
く
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
や
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
、オ
オ
バ
キ
ス
ミ
レ
な
ど
可
憐

な
花
が
登
山
客
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。�

　
７
月
上
旬
に
は
、ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
舎

か
ら
20
分
ほ
ど
登
っ
た
石
森
付
近
で
、イ

ワ
カ
ガ
ミ
や
チ
ン
グ
ル
マ
、ヒ
ナ
ザ
ク
ラ
、

ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
な
ど
の
花
々
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
森
吉
山
は
こ
れ
か
ら
盛
夏
を
迎
え
、ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
代
表
格
に
、ハ
ク
サ
ン
フ

ウ
ロ
や
ク
ル
マ
ユ
リ
、キ
ン
コ
ウ
カ
、エ
ゾ

オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
数
多
く
の
高
山
植

物
の
花
々
が
次
々
と
咲
き
誇
り
ま
す
。�

　
ゴ
ン
ド
ラ
は
６
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま

で（
８
月
16
日
〜
９
月
30
日
の
平
日
は
運

休
）運
行
さ
れ
ま
す
。北
秋
田
市
民
の
方
に

は
、ゴ
ン
ド
ラ
料
金
の
市
民
割
引
も
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
ゴ
ン
ド
ラ
を

利
用
し
て
、気
軽
に
高
山
植
物
の
花
々
を

観
賞
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。�

▲運行開始を待ちわびた観光客らが次々とゴ
ンドラに乗り込み、花々を鑑賞しました

�

�

阿
仁
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
森
吉
山
紀
行�

花
の
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
開
始�

第
１
回
根
子
菜
の
花
番
楽
ま
つ
り�

入
村
者
３
０
０
人
を
住
民
ら
が
お
も
て
な
し�

　
第
１
回
根
子
菜
の
花
番
楽
ま
つ
り（
実

行
委
員
長
・
佐
藤
正
俊
根
子
自
治
会
長
）が

６
月
６
日
、阿
仁
根
子
集
落
で
開
か
れ
、市

内
外
か
ら
訪
れ
た
約
３
０
０
人
の
参
加
者

が
棚
田
に
咲
く
菜
の
花
畑
や
根
子
番
楽
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
ま
つ
り
は
、自
治
会
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、根
子
が
持
続
的

に
活
き
活
き
し
た
集
落
で
あ
る
た
め
に
、

集
落
全
体
で
取
り
組
む
都
市
農
村
交
流
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、菜
の
花
が
咲

く
時
期
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
根
子

番
楽
の
公
演
を
は
じ
め
、棚
田
に
咲
く
菜

の
花
畑
の
散
策
、マ
タ
ギ
と
の
語
ら
い
、郷

土
料
理
の
食
事
な
ど
を
盛
り
込
み
、根
子

の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。�

　
根
子
集
落
の
、車
１
台
が
通
れ
る
狭
い

ト
ン
ネ
ル（
根
子
ト
ン
ネ
ル
５
７
０
ｍ
）を

抜
け
た
高
台
で
は
、根
子
番
楽
保
存
会
の

会
員
が
番
楽
の
お
囃
子
で
入
村
者
を
出
迎

え
ま
し
た
。�

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、佐
藤
実
行
委

員
長
が「
根
子
に
は
70
世
帯
１
７
８
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
の

住
民
が
心
を
込
め
て
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。報
道
等
で
は
、よ
く
限
界
集
落
と
言
わ

れ
ま
す
が
、根
子
は
元
気
集
落
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。根
子
で
ゆ
っ
く
り
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
」と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。�

　
参
加
者
は
、住
民
ら
の
案
内
で
、棚
田
に

咲
く
菜
の
花
畑
を
見
て
回
っ
た
り
、同
集

落
を
散
策
し
た
り
、マ
タ
ギ
経
験
者
の
佐

藤
富
久
栄
さ
ん（
82
歳
）と
の
語
ら
い
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
、根
子
児
童
館
で

は
、集
落
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
る
郷
土

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、参
加
者
は
田
舎
の

味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
は
、旧
根
子
小
学
校
で
根
子
番

楽
を
観
覧
。５
つ
の
演
目
が
次
々
と
披
露

さ
れ
、観
衆
は
、独
特
の
小
気
味
良
い
テ
ン

ポ
で
演
じ
ら
れ
る
舞
の
数
々
に
惜
し
み
な

い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�

▲約300人が集落の景観や根子番楽を楽しんだ
第１回根子菜の花番楽まつり
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第１回北秋田市医療構想策定委員会／市長ダイアリー�

　
第
１
回
北
秋
田
市
医
療
構
想
策
定
委
員

会
が
６
月
２
日
、市
役
所
で
開
か
れ
、学
識

経
験
者
や
医
療
関
係
者
の
委
員
、一
般
公

募
の
委
員
ら
が
市
の
医
療
構
想
策
定
に
向

け
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。�

　
委
員
会
は
、平
成
17
年
９
月
に
策
定
し

た
北
秋
田
市
医
療
整
備
基
本
構
想
に
つ
い

て
医
療
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

市
の
医
療
提
供
体
制
を
総
合
的
に
再
検
討

し
、実
効
性
の
あ
る
新
医
療
整
備
基
本
構

想
を
策
定
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。�

　
は
じ
め
に
、委
員
会
を
組
織
す
る
学
識

経
験
者
や
医
療
関
係
者
、福
祉
保
健
関
係
、

一
般
公
募
、行
政
関
係
か
ら
選
任
し
た
15

人
の
委
員
に
津
谷
市
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。�

　
開
会
に
あ
た
り
、津
谷
市
長
は「
市
民
病

院
の
入
院
機
能
は
約
半
分
が
未
稼
働
の
状

態
で
あ
り
、当
初
の
構
想
と
現
実
と
は
大

き
く
か
い
離
し
て
い
る
。過
疎
地
域
の
医

師
不
足
に
起
因
し
て
い
る
が
、簡
単
に
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
で
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は
、

医
療
、福
祉
、保
健
の
連
携
が
欠
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
。新
構
想
は
、将
来
的
な
見
通

し
に
立
っ
て
、現
実
的
で
実
効
性
の
高
い

構
想
へ
転
換
す
る
必
要
性
が
あ
る
」な
ど

と
あ
い
さ
つ
。�

　
こ
の
あ
と
、委
員
の
互
選
に
よ
り
委
員

長
に
選
任
さ
れ
た
長
谷
川
仁
志
・
秋
田
大

学
医
学
部
教
授
は「
こ
の
地
域
の
医
療
体

制
を
最
善
に
向
け
ど
う
伸
ば
し
て
い
く
か

を
、皆
さ
ん
か
ら
将
来
を
見
据
え
た
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、と
も
に
推
進
し
て
い
き

た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
今
後
、委
員
会
は
月
に
１
回
程
度
開
か

れ
る
予
定
で
、現
状
分
析
と
将
来
推
計
、将

来
医
療
動
向
と
医
療
需
要
の
予
測
、県
地

域
医
療
再
生
計
画
の
具
体
化
、利
用
者
ニ
ー

ズ
の
検
証
な
ど
を
経
て
、構
想
策
定
の
方

向
性
を
確
認
し
、新
医
療
整
備
基
本
構
想

の
原
案
を
委
員
会
で
了
承
し
た
あ
と
、市

長
に
答
申
し
ま
す
。�

▲新しい医療整備基本構想の策定に向けて意見
を交わした、第１回北秋田市医療構想策定委員会

第
１
回
北
秋
田
市
医
療
構
想
策
定
委
員
会�

新
医
療
整
備
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
て�

◇
５
月
16 
日
〜
６
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂）�市議会第５回臨時会（議事堂）�市議会第５回臨時会（議事堂）�

５
月
17
日（
月
）▽
市
町
村
農
林
業
振
興
対
策
協
議
会
理
事
会（
秋
田
市
）▽
県
・
市

町
村
協
働
政
策
会
議（
秋
田
市
）

18
日（
火
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
取
締
役
会（
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
北
秋
田

建
設
業
協
会
第
45
回
定
時
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

19
日（
水
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
米
内
沢
病
院
）�

20
日（
木
）▽
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
植
樹
祭（
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
）�

21
日（
金
）▽
森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会（
四
季
美
館
）▽
北
秋
田
市

商
工
会
会
員
親
睦
大
会（
中
央
公
民
館
）�

24
日（
月
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
北
秋
田
市
と
の
意
見
交
換
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）�

26
日（
水
）▽「
県
民
防
災
の
日
」防
災
訓
練（
中
央
公
民
館
）▽
北
秋
田
市
珪
藻
土
利

活
用
検
討
会（
中
央
公
民
館
）▽
平
成
22
年
度
米
代
川
重
要
水
防
箇
所
合
同

巡
視（
米
代
川
流
域
）�

27
日（
木
）▽
秋
田
県
市
町
村
職
員
互
助
会
評
議
員
会（
秋
田
市
）�

28
日（
金
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
臨
時
議
会（
米
内
沢
病
院
）�

29
日（
土
）▽
米
代
川
水
防
演
習（
能
代
市
）�

30
日（
日
）▽
東
京
圏
あ
に
会
総
会（
東
京
都
）�

31
日（
月
）▽
平
成
22
年
度
高
鷹
大
学「
入
学
・
開
講
式
」（
文
化
会
館
）▽
北
秋
田
市

鷹
巣
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

６
月
1
日（
火
）▽
北
秋
田
市
日
沿
道
期
成
同
盟
会
役
員
会
、総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）�

２
日（
水
）▽
北
秋
田
市
都
市
計
画
審
議
会（
中
央
公
民
館
）▽
北
秋
田
市
医
療
基
本

構
想
策
定
委
員
会（
本
庁
舎
）�

４
日（
金
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）▽
北
秋
田
市

民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
市
民
病
院
）�

６
日（
日
）▽「
一
日
人
権
擁
護
委
員
」啓
発
活
動（
銀
座
通
り
商
店
街
）▽
第
26
回
ふ

る
さ
と
踊
り
と
も
ち
っ
こ
ま
つ
り（
銀
座
通
り
商
店
街
ほ
か
）�

７
日（
月
）▽「
う
ま
い
！
明
日
へ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」第
１
回
推
進
委
員
会（
産
業
会
館
）�

８
日（
火
）▽
第
６
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト（
東
京
都
）�

９
日（
水
）▽
第
80
回
全
国
市
長
会
総
会（
東
京
都
）▽
自
治
体
の
国
際
交
流
活
動
支

援
の
た
め
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
東
京
都
）�

13
日（
日
）▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
内
陸
沿
線
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
総
会

（
比
立
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）�

15
日（
火
）▽
平
成
22
年
６
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）�
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ちいきの話題�ちいきの話題�ちいきの話題�

　
笑
学
校
イ
ン
北
秋
田
市
民
病
院
が
６
月
20

日
、同
病
院
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、入
院
患
者
や
市
民
ら
約
１
５
０
人
が
様
々

な
漫
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
笑
学
校
は
、県
内
に
笑
い
を
広
め
よ
う
と
、

日
本
笑
い
学
会
秋
田
県
人
会
が
主
催
。無
料
の

お
笑
い
活
動
で
、会
員
が
身
近
な
話
や
体
験
を

お
も
し
ろ
お
か
し
く
披
露
し
ま
す
。�

　
は
じ
め
に
、司
会
が「
笑
う
こ
と
は
健
康
に

い
い
と
多
く
の
お
医
者
さ
ん
が
実
証
し
て
い

ま
す
の
で
、今
日
は
と
に
か
く
笑
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
開
校
の
言
葉
。�

　
こ
の
あ
と
、６
人
の
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
、社

会「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
漫
談
」、音
楽「
秋
田
弁
シ
ャ

ン
ソ
ン
」な
ど
授
業
形
式
で
、漫
談
を
披
露
。歌

や
も
の
ま
ね
を
交
え
た
ゆ
か
い
な
漫
談
に
、会

場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。�▲入院患者や市民ら約150人が漫談を楽

しんだ「笑学校イン北秋田市民病院」

健康は笑いから ●笑学校イン北秋田市民病院

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
市
民
ら
の
健
康
増
進
を

図
る「
マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク
」が
６
月
３
日
、阿
仁

マ
タ
ギ
駅
周
辺
で
行
わ
れ
、市
民
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。�

　
マ
タ
ギ
ウ
オ
ー
ク
は
、「
北
秋
田
市
民
ウ
オ
ー

ク
」の
一
環
。市
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
の
た

め
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
す
る
機
運
を

高
め
る
と
と
も
に
、ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
も
つ
な
が
る
よ
う
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
参
加
者
ら
は
、内
陸
線
を
利
用
し
て
集
合
。

自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
３
キ
ロ
コ
ー
ス
と

６
キ
ロ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、阿
仁
マ
タ
ギ
駅

か
ら
ス
タ
ー
ト
。途
中
に
あ
る
阿
仁
中
村
地
区

に
伝
わ
る
七
不
思
議
石
を
見
学
し
た
り
、熊
牧

場
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ー
ル
の
打
当
温
泉
を

め
ざ
し
ま
し
た
。�

▲新緑の阿仁マタギ路を軽快に歩いたマタ
ギウオーク

内陸線に乗ってマタギの里を散策 ●マタギウオーク

　
豪
風
関
杯
校
内
相
撲
大
会（
大
会
会
長
‥
成

田
範
和
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）が
６
月
12
日
、鷹
巣
中

央
小
学
校（
津
谷
義
仁
校
長
）の
土
俵
で
児
童

や
保
護
者
ら
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
は
、同
校
の
創
立
１
３
５
周
年
を
記
念

し
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
ら
が
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
計
画
。数
年
前
か
ら
中
央
小
と
交
流

を
続
け
て
い
る
郷
土
力
士
の
豪
風
関
を
招
き
、

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々
と
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
学
年
ご
と
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
決
勝
戦

の
前
に
行
わ
れ
た「
豪
風
関
に
挑
戦
」の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、児
童
ら
が
３
人
か
ら
８
人
が
か
り

で
豪
風
関
に
挑
戦
し
ま
し
た
。豪
風
関
は
、加

減
し
な
が
ら
押
し
た
り
引
い
た
り
、逃
げ
回
っ

た
り
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、児
童
ら
と
相
撲

を
通
し
て
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。�▲相撲を通して楽しく交流を深めた豪風

杯中央小校内相撲大会

豪風関と楽しく相撲交流 ●豪風関杯中央小校内相撲大会

し
ょ
う�
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グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
１
０
in
奥
森
吉

が
５
月
29
日
、県
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
、市
民
ら
約
20
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

ブ
ナ
の
苗
を
植
樹
や
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
を
し

て
森
林
保
全
、再
生
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
の
森
林
再
生
活
動
は
、秋
田
県
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
冒
険
の
鍵
ク
ー
ン（
村
田
君
子
代
表
）

の
共
催
。開
会
式
で
山
田
武
人
・
県
森
林
整
備

課
主
幹
は「
県
で
は
、ク
マ
ゲ
ラ
の
森
を
再
生

し
よ
う
と
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

私
た
ち
が
植
え
た
樹
木
で
、森
吉
山
の
森
林
が

豊
か
に
な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
植
樹
し
て

ほ
し
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
参
加
者
ら
は
、ス
コ
ッ
プ
で
苗
が
入
る
穴
を

掘
り
、５
年
ほ
ど
か
け
て
育
樹
し
た
約
20
セ
ン

チ
丈
の
ブ
ナ
の
苗
を
、大
き
く
育
つ
よ
う
願
い

を
込
め
な
が
ら
植
樹
し
ま
し
た
。�

▲大きな木に育ってねと願いを込めながら
植樹したグリーンウェイブ２０１０

クマゲラの森を再生しよう ●グリーンウェイブ２０１０ in 奥森吉

　
東
京
圏
あ
に
会（
山
本
巌
会
長
）の
総
会
・
懇

親
会
が
５
月
30
日
、ラ
・
ベ
ル
オ
ー
ラ
ム（
東
京

都
）で
開
催
さ
れ
、会
員
や
阿
仁
地
区
か
ら
の

参
加
者
な
ど
、約
１
５
０
人
が
集
い
、ふ
る
さ

を
懐
か
し
む
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。�

　
山
本
会
長
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍

し
た
地
元
出
身
選
手
の
活
躍
や
内
陸
線
の
存

続
に
ふ
れ「
昨
今
若
干
で
は
あ
る
が
明
る
さ
が

見
え
始
め
た
。こ
う
い
う
時
こ
そ
会
員
相
互
の

親
睦
と
揺
る
ぎ
な
い
郷
土
愛
を
も
っ
て
交
流

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
」と
あ
い
さ
つ
。�

　
総
会
で
は
、収
支
決
算
の
報
告
や
今
年
度
の

予
算
や
新
役
員
等
の
提
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、地
元
か
ら
の
馬
肉
の
煮
つ
け

や
山
菜
、漬
け
物
な
ど
な
つ
か
し
い
味
を
堪
能

し
な
が
ら
、互
い
の
再
会
を
喜
び
合
い
、ふ
る

さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。�▲ふるさと談義に花が咲いた東京圏あに会

ふるさとの味や話題で盛り上がる ●第24回東京圏あに会

　
奥
森
吉
・
太
平
湖
の
湖
水
開
き
が
６
月
１
日

に
行
わ
れ
、遊
覧
船
の
運
航
が
始
ま
り
、県
内

外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
は
新
緑
に
囲
ま
れ
た

湖
の
景
色
を
満
喫
し
ま
し
た
。 �

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、北
林
昭
男
マ
タ
ギ
の

里
観
光
開
発
㈱
代
表
取
締
役
は「
長
い
冬
が
終

わ
り
、今
シ
ー
ズ
ン
の
森
吉
山
一
帯
の
観
光
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
訪
れ

て
、太
平
湖
と
小
又
峡
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
て
も
ら
い
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
こ
の
日
は
、さ
わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
行
楽
日
和
。観
光
客
は
遊
覧
船
が
発
着

す
る
高
清
水
桟
橋
か
ら
、今
年
の
第
１
便
と
し

て
出
発
す
る「
森
吉
丸
」へ
乗
り
込
み
、新
緑
の

木
々
で
囲
ま
れ
た
湖
と
残
雪
が
残
る
森
吉
山

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
小
又
峡
へ
向
け
て

出
航
し
ま
し
た
。�

▲新緑の山々に囲まれた太平湖を小又峡に
向けて出航

新緑の太平湖、小又峡を満喫 ●太平湖湖水開き



空
港
の
あ
る
街
　
搭
乗
率
向
上
へ�

■
大
館
能
代
空
港
耳
よ
り
情
報�

Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ホ
リ
デ
ー�

「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
旅
」�

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
旅
」�

こ
の
商
品
旅
行
代
金
の
う
ち
、同
伴
の
お
子
様

一
人
に
つ
き
１
万
円
助
成
し
ま
す
！�

※
大
館
能
代
空
港
発
着
の
商
品
が
対
象�

▽
対
象
期
間�

平
成
22
年
７
月
17
日
か
ら
平
成
22
年
８
月
５
日�

事
業
の
実
施
期
間
は
出
発
日
が
基
準
で
す�

▽
助
成
額�

（１）
申
込
み
グ
ル
ー
プ
内
の
小
人
に
、一
人
に
つ
き

１
万
円
を
助
成�

（２）
大
館
能
代
空
港
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
場
合
、

更
に
参
加
人
数
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
を
助
成�

◇
問
い
合
わ
せ
先�

大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
　
事
務
局�

（
大
館
市
産
業
部
商
工
観
光
課
内
）�

　
　
　
　
　
　
　
a

０
１
８
６-

43-

７
０
７
２�

　北秋田市では、総合計画に基づき『「自

然」「ひと」が調和し活気とぬくもりの

ある交流都市』を目指して様々な取り

組みを進めておりますが、その中で市

民のみなさまが日常生活の中で感じて

いる市への思い、ご意見やご希望を聞

かせていただき、後期基本計画に反映

させるとともに、今後の市政運営へ活

用させていただくため市民意識調査を

行います。�

　この調査はアンケート形式で、市内

にお住まいの20歳以上の方を対象に、

無作為に抽出して７月上旬に送付させ

ていただきます。届いた方は調査表に

記載されている提出期限までに投函を

お願いします。�

◎問合せ先　総合政策課（a62-6606）

  市民意識調査にご協力を

�
　
大
館
能
代
空
港
は
、秋
田
県
北
部
圏
民
の
熱
い
期
待
と
熱

意
に
よ
り
、平
成
10
年
７
月
に
開
港
し
、本
年
で
12
年
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。開
港
か
ら
の
利
用
者
数
が
１

７
２
万
人
に
達
し
、圏
域
の
高
速
交
通
網
の
中
心
的
役
割
を
担

っ
て
お
り
ま
す
が
、残
念
な
が
ら
年
間
利
用
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、平
成
14
年
度
の
16
万
９
千
人
を
ピ
ー
ク
に
、

昨
年
度
は
11
万
４
千
人
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
う
い
っ

た
中
、５
月
に
は
大
館
能
代
空
港
｜
大
阪（
伊
丹
）線
の
来
年

１
月
で
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
北
秋
田
市
は「
空
港
の
あ
る
街
」と
し
て
非
常
に
残
念
で

あ
り
ま
す
が
、今
後
は
東
京（
羽
田
）線
の
死
守
と
大
阪
線
を

復
活
さ
せ
る
た
め
、秋
田
県
や
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協

議
会
と
連
携
し
、更
に
は
市
も
独
自
の
搭
乗
率
向
上
対
策
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、関
東
圏
や
関
西
圏
を
結
ぶ
私
た

ち
の
大
切
な
交
通
手
段
で
あ
る
大
館
能
代
空
港
の
路
線
を

守
る
た
め
、更
な
る
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。�

大
館
能
代
空
港
の
利
用
を

大
館
能
代
空
港
の
利
用
を�

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す�

大
館
能
代
空
港
の
利
用
を

大
館
能
代
空
港
の
利
用
を�

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す�

大
館
能
代
空
港
の
利
用
を�

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す�

大館能代空港から大阪に向けて飛び立つボンバルディア機

ノッキー

　
大
館
能
代
空
港
｜
大
阪（
伊
丹
）線
が
来
年
１

月
４
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
更
な
る
利
用
促
進
を
図
り
、空
港
の
路
線
維

持
と
大
阪
線
の
復
活
を
め
ざ
し
ま
す
。

大館能代空港発着　時刻表�

大館能代→羽田（東京）�

７:25発→８:35着
15:55発→17:05着

大館能代→伊丹（大阪）�

羽田（東京）→大館能代� 伊丹（大阪）→大館能代�

９:15発→10:25着
17:45発→19:00着

13:15発→14:55着

11:10発→12:45着
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第133回秋田県種苗交換会北秋田市協賛会�

第133回秋田県種苗交換会�

「北秋田市農工商フェア」並びに�
　　　　「展示即売小間」の出店者を募集！�

お申込み・
お問い合わせ先

〒018-4392　北秋田市米内沢字七曲23�
　　　　　　　北秋田市役所森吉庁舎（産業部農林課内）�
　　　　「第133回秋田県種苗交換会北秋田市協賛会事務局」�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a0186－72－5249）�

北秋田市農工商フェア

展 示 即 売 小 間

　第133回秋田県種苗交換会北秋田市協賛会では、同交換会の会期中に行われる「北
秋田市農工商フェア｣ と「展示即売小間」の出店者を次のとおり募集します。
　　　　　　　　　　　《募　集　内　容》�
�

�

１．申込資格　　　北秋田市に居住または北秋田市で営業している商工業者あるいは農業者で、会期中７

　　　　　　　　　日間出店できる方。商工業者については、商工会員に限る。（露天商、石材・仏壇販売等の

　　　　　　　　　多数小間使用業者を除く）�

２．募集小間数　　24小間程度（申込者多数の場合は抽選）�

３．申込方法　　　協賛会所定の申込書類に必要事項を記入し、協賛会事務局に持参または郵送により申

　　　　　　　　　し込みください。なお、申込期間以外の受付および電話での申込は一切受付しません。             �

　　　　　　　　　申込書類については、協賛会事務局および商工会事務局に準備していますのでお問い

　　　　　　　　　合わせください。�

　　　　　　　　　　　●協賛会事務局（a72－5249）　●北秋田市商工会（a62－1850）�

４．申込期間　　　平成22年７月５日（月）～７月23日（金）　必着　

　　　　　　　　　　午前８時30分～午後５時（土･日曜日、祝日を除く）

５．出店場所　　　種苗交換会会場敷地内の指定場所（鷹巣体育館前駐車場を予定しています。）�

６．小間の大きさ　間口2.7ｍ（1.5間）×奥行2.4ｍ（1.3間）　　　　　　　　　　　�

７．出店料　　　　１小間　20,000円（白熱電球×１個、仮設ハウス、店名看板、水道料込み）　�

�

�

１．募集内容�

　　　（１）申込資格　　会期中出店できる方�

　　　（２）募集小間数　500小間程度（応募者多数の場合は抽選）�

　　　（３）申込方法　　所定の申込書類に必要事項をご記入の上、申込期間内に協賛会事務局に�

　　　　　　　　　　　持参または郵送してください。なお、電話での申込は一切受付しません。�

　　　（４）申込期間　　平成22年７月５日（月）～７月30日（金）　必着

　　　　　　　　　　　午前８時30分～午後５時（土・日曜日、祝日を除く）�

２．出店条件等�

　　　（１）出店期間　　　平成22年10月30日（土）～11月５日（金）�

　　　（２）出店場所　　　種苗交換会会場敷地内の指定場所（苗畑跡地内）�

　　　（３）小間の大きさ　間口3.6ｍ（２間）×奥行2.7ｍ（1.5間）�

　　　　　　　　　　　　　※１出店者につき３小間までとします。�

　　　（４）出店料　　　　１小間　　31,000円（白熱電球1個付き）�

　　　　　　　　　　　　　※電気配線増設及び水道設置は別途料金となります。�

　　   　 ※詳細については、下記にお問い合わせください。�
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�

２
年
ぶ
り
復
活
！

　
　
農
林
高
校
と
し
て
は
最
後
の
大
会

���

　
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
０
（
伊
藤
公
夫
・
大
会
実
行
委
員
長
）

が
６
月
19
日
、
鷹
巣
駅
前
通
り
、
銀
座
通
り
で
生
徒
や
市
民
ら

約
３
２
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
商

店
街
で
は
、
若
者
の
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。�

　
同
大
会
は
、
今
回
が
９
回
目
の
開
催
。
平
成
13
年
か
ら
県
立

鷹
巣
農
林
高
校
（
佐
藤
英
樹
校
長
）
の
生
徒
会
（
岩
本
大
幸
生

徒
会
長
）
が
中
心
と
な
り
、「
地
域
の
活
性
化
を
若
者
の
力
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。�

　
昨
年
は
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念
行
事
が
あ
っ
た
た
め
、
開

催
が
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
「
地
域
の
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め

に
は
実
施
を
」「
農
林
高
校
と
し
て
最
後
の
大
会
を
実
施
し
た

い
」
な
ど
の
声
に
応
え
て
開
催
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

鷹
巣
農
林
高
校
の
ほ
か
、
来
年
統
合
と
な
る
鷹
巣
高
校
や
合
川

高
校
、
米
内
沢
高
校
も
出
場
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
や
商
工

会
会
員
ら
も
出
場
し
ま
し
た
。�

　
大
会
は
、
男
子
16
チ
ー
ム
、
女
子
５
チ
ー
ム
が
参
加
。
男
子

は
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
予
選
リ
ー
グ
を
実
施
。
各
ブ
ロ
ッ

ク
１
位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
優
勝
を
競
い
ま
す
。
ま

た
、
女
子
は
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
で
順
位
を
競
い
ま
す
。�

　
開
会
式
で
、
伊
藤
実
行
委
員
長
は
「
郊
外
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
北
秋
中
央
病
院
も
市
民
病
院
に
移
り
、
商

店
街
は
寂
し
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
い

力
が
集
ま
る
と
地
域
全
体
が
元
気
に
な
る
。
若
い
人
た
ち
の
ア

イ
デ
ィ
ア
も
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
、
新
し
い
商
店
街
の
か
た

ち
を
目
指
し
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
岩
本
生
徒
会
長
は
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
協
力
の
お
か
げ

で
、
開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
鷹
巣
農
林
高
校
と
し
て

は
、
最
後
の
大
綱
引
き
大
会
と
な
る
が
、
今
日
一
日
こ
こ
に
活

気
あ
ふ
れ
る
商
店
街
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。�

���

　
男
子
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
高
校
生
チ
ー
ム
が
社
会
人
の
チ
ー

ム
に
勝
利
す
る
な
ど
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
は
、
農
林
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
農
林
高
農
業
科
学
科
Ａ
、

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
、
農
林
高
森
林
環
境
科
Ａ
が
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
女
子
リ
ー
グ
戦
で
は
、
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
が
高
校
生
チ
ー
ム

に
全
勝
し
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。�

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
と
農
林
高
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
と
も
に
高
校
チ
ー
ム
を

圧
倒
し
、
決
勝
に
進
み
ま

し
た
。
決
勝
戦
は
、
農
林

高
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
２
本
先
取
し
、

予
選
リ
ー
グ
か
ら
の
激
戦

を
制
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
鷹
巣
駅
前
通
り
・

銀
座
通
り
で
は
、軽
ト
ラ
ッ

ク
市
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
開
か
れ
、
大
綱
引
き

大
会
の
応
援
に
訪
れ
た
市

民
ら
が
、
季
節
の
花
や
山

菜
な
ど
を
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
。�

▲市民らも生徒と一緒に応援

熱
戦
の
連
続
に

　
　
　
　
市
民
か
ら
も
大
き
な
声
援

大
綱
引
き
大
会
２
０
１
０�
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
一
役

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
一
役�
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
一
役

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
一
役�
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
一
役�
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第
26
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り�

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昭
和
59
年
、
鷹
巣
町
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
（
中
嶋
喜
代
会
長
）
が
米
の
消

費
拡
大
と
地
域
の
活
性
化
を
ね
ら
い
に
鷹
巣
町
婦

人
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
実
施
し
た
「
通
り

踊
り
」
や
米
代
児
童
公
園
で
の
餅
の
販
売
が
は
じ

ま
り
。
翌
年
か
ら
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
、
各
地
区
婦
人

会
な
ど
の
協
力
を
得
て
現
在
の
名
称
で
続
い
て
き

た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
日
は
、
晴
天
で
絶
好
の
お
祭
り
日
和
。
駅

前
通
り
、
銀
座
通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
餅

の
販
売
や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
各
団
体

が
出
店
し
た
ほ
か
、
綴
子
上
町
大
太
鼓
保
存
会
の

獅
子
踊
り
、
す
ず
め
踊
り
、
縄
文
踊
り
、
ス
プ
リ

ン
グ
☆
フ
ォ
ー
の
ラ
イ
ブ
、
金
沢
恵
美
子
一
行
に

よ
る
民
謡
・
歌
謡
シ
ョ
ー
が
見
物
客
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
特
に
餅
の
販
売
会
場
で
は
、
お
焼
き
や

ご
ま
餅
、
笹
餅
な
ど
種
類
も
豊
富
で
彩
り
も
豊
か
、

午
前
10
時
の
開
店
と
同
時
に
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
ま
し
た
。�

　
餅
の
引
き
伸
ば
し
大
会
で
は
、
東
西
に
分
か
れ

て
餅
を
伸
ば
し
長
さ
を
競
い
ま
し
た
。
東
軍
が
44

メ
ー
ト
ル
、
西
軍
が
44
メ
ー
ト
ル
25
セ
ン
チ
で
、

わ
ず
か
に
西
軍
が
長
く
勝
利
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

伸
ば
し
た
餅
に
あ
ん
こ
を
入
れ
て
も
ら
い
、
お
し

る
こ
に
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。�

���

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
中
嶋
洋
子
実
行
委
員

が
「
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
の

も
、
暖
か
い
拍
手
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
応
援
が
あ
る
か
ら
で
す
。
み
ん
な
で
元
気

な
北
秋
田
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
市

民
ら
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

　
津
谷
市
長
は
「
女
性
の
方
々
が
先
頭
に
立
っ
て

頑
張
り
、
男
性
の
方
々
が
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な

り
、
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
、
25
年
以
上
続
く

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
き
た
。
思
い
出
に
残
る
楽
し

い
一
日
と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
踊
り

は
、
綴
子
大
太
鼓
が
豪
快
な
音
と
と
も
に
行
列
を

先
導
。
各
地
区
婦
人
会
な
ど
14
団
体
か
ら
参
加
し

た
踊
り
手
ら
が
、
し
な
や
か
で
美
し
い
踊
り
を
披

露
。
大
八
車
か
ら
は
紅
白
の
餅
が
振
舞
わ
れ
る
華

や
か
な
行
列
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
沿
道
の
観
衆
か
ら
は
、
子
ど
も
太
鼓
の
か
わ
い

い
太
鼓
演
奏
や
着
物
姿
も
あ
で
や
か
な
踊
り
手
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
第
26
回
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り（
和
田
テ
ヱ
子
実
行
委
員
長
）

が
６
月
６
日
、 

鷹
ノ
巣
駅
前
・
銀
座
通
り
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、盛
り
だ
く

さ
ん
の
催
し
物
に
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲　みんなで伸ばせ
　「餅の引き伸ばし大会」

▲

あでやかな踊りで
観客を魅了

綴
子
大
太
鼓
の
先
導
で

　
14
団
体
が
美
し
い
踊
り
を
披
露

美
味
し
い
お
餅
と

美
味
し
い
お
餅
と�

　
　
あ
で
や
か
な
踊
り
で
に
ぎ
わ
う

　
　
あ
で
や
か
な
踊
り
で
に
ぎ
わ
う�

美
味
し
い
お
餅
と

美
味
し
い
お
餅
と�

　
　
あ
で
や
か
な
踊
り
で
に
ぎ
わ
う

　
　
あ
で
や
か
な
踊
り
で
に
ぎ
わ
う�

美
味
し
い
お
餅
と�

　
　
あ
で
や
か
な
踊
り
で
に
ぎ
わ
う�
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学びの広場�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

29
�

　
地
域
で
は「
五
輪
地
蔵
」と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
宝
篋
印
塔
は
、三
里
地
区
大

内
沢
集
落
の
私
有
地
の
堂
内
に
、大
切
に

保
護
・
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
石

で
作
ら
れ
た
お
経
の
塔
で
、こ
の
中
に
は

「
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
」が
納
め
ら
れ
、こ
れ

を
拝
む
と
生
前
の
罪
が
消
え
て
苦
を
免

れ
、長
生
き
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。（
お
釈
迦
様
の
遺
骨
も
入
れ
ら

れ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
）正
方

形
平
面
の
塔
の
上
に
、段
形
の
屋
根
を
乗

せ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。石
質
は
、男
鹿

及
び
真
山
地
域
で
産
出
さ
れ
る
輝
石
安

山
岩
で
、男
鹿
で
加
工
さ
れ
て
米
代
川
を

船
で
運
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。死
者
の
墓
碑
等
、死
後
の
幸
福
を
祈

る
供
養
塔
と
し
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
県
内
で
は
珍
し
く
は
な
く
、男
鹿
半
島

や
湖
東
地
域（
八
郎
潟
周
辺
）に
集
中
的

に
多
く
み
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、米
代
川

流
域
で
は
、上
小
阿
仁
村
五
反
沢
に
室
町

時
代
中
〜
後
期
の
宝
篋
印
塔
が
３
基
と
、

三
里
の
４
基（
室
町
中
期
）の
計
７
基
だ

け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
宝
篋
印
塔
は
、イ
ン
ド
の
阿
育
王
が
、

仏
教
を
盛
ん
に
し
広
め
る
た
め
作
り
始

め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、我
が
国
へ
は

天
徳
１
年（
９
５
７
年
）天
台
宗
の
日
延

と
い
う
僧
侶
が
、中
国
の
呉
越
と
い
う
国

か
ら
持
ち
帰
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
秋
田
県
で
宝
篋
印
塔
が
盛
ん
に
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
鎌
倉
時
代
の

頃
か
ら
で
す
。三
里
の
宝
篋
印
塔
は
、鎌

倉
・
室
町
時
代
の
男
鹿
地
方
の
豪
族
安
東

氏
と
の
関
連
説
や
、房
住
山
修
験
僧
供
養

説
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。説
明
板
は

あ
り
ま
す
が
、入
り
口
な
ど
の
標
柱
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。　�

▽
平
成
４
年
５
月
25
日
指
定�

▽
資
料
／「
合
川
町
の
文
化
財
」、「
北
鹿
は

宝
箱
」、「
合
川
地
方
史
研
究
資
料
」、ほ
か�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
　
照
内
捷
二�

北
秋
田
市
指
定
有
形
文
化
財�

○
「
宝
篋
印
塔
」
４
基�

（
歴
史
資
料
）�

����

　�　開
催
日
時
　
７
月
16
日（
金
）10
時
〜
12
時�

場
　
　
所
　
阿
仁
公
民
館�

講
　
　
師
　
佐
々
木
　
健
悦
　
さ
ん�

定
　
　
員
　
15
人（
先
着
順
）�

持

ち

物
　
剪
定
ば
さ
み
、剪
定
の
こ
、軍

手（
ゴ
ム
引
き
） 

、刈
込
ば
さ
み�

申
込
期
限  

７
月
８
日（
木
）�

開
催
日
時
　
７
月
20
日（
火
）10
時
〜
12
時�

場
　
　
所
　
阿
仁
公
民
館�

講
　
　
師
　
佐
藤
　
正
　
さ
ん �

材

料

代
　
５
０
０
円�

定
　
　
員
　
10
人（
先
着
順
）�

持

ち

物
　
ゴ
ム
手
袋
、米
の
と
ぎ
汁�

　
　
　
　
　
空
の
牛
乳
パ
ッ
ク
１
つ�

申
込
期
限
　
７
月
12
日（
月
）�

◇
所
在
地
・
三
里
字
五
輪
岱
53

◇
所
有
者
・
福
岡
昌
樹

�

手
軽
な
筆
ペ
ン
を
使
っ
て
、筆
文
字
を
学

び
ま
す
。

開
催
期
間
　
７
月
〜
12
月 

毎
月
第
３
木
曜
日�

時
　
　
間
　
10
時
〜
12
時�

場
　
　
所
　
合
川
公
民
館�

講
　
　
師
　
河
井 

千
代
子
　
さ
ん�

募
集
人
数
　
15
人（
先
着
順
）�

持

ち

物
　
筆
ペ
ン
、筆
記
用
具�

申
込
期
限
　
７
月
14
日（
水)�

　�
��

　
北
秋
田
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議

会
で
は
毎
年「
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。ご
自
慢
の
花
だ
ん
を
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。共

同
で
育
成
し
て
い
る
団
体
、職
場
、地
域
、

個
人
等
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。�

　
応
募
方
法
は
、各
公
民
館
に
あ
る
申
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、写
真

を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
申
込
み
い
た
だ
い
た
花
だ
ん
を
審
査
委
員

会
で
巡
回
審
査
し
、市
長
賞
・
市
議
会
議
長
賞
・

教
育
長
賞
な
ど
各
賞
を
授
与
い
た
し
ま
す
。�

◎
お
問
い
合
せ

北
秋
田
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

　
　
（
中
央
公
民
館
内
）
a

62-

１
１
３
０

◎
申
込
み
　
各
公
民
館
へ�

　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
10
日（
火
）ま
で�

阿
仁
公
民
館
講
座
募
集�

合
川
公
民
館
講
座
募
集�

開催日　平成22年８月15日（日）�
　　　　午後２時30分～�
場　所　北秋田市文化会館�
対象者　平成元年４月２日から平成２年�
　　　　４月１日までに生まれた市内�
　　　　中学校卒業者及び市内在住者�
＊個別に通知を差し上げていますが、該
当する方で通知が届いていない場合な
どは７月30日までにご連絡ください。�
　　◎問合せ　生涯学習課生涯学習班
　　　　　　　　　　　　a62－1130

▲「宝篋印塔」４基

平成22年度成人式 庭
木
の（
夏
期
）剪
定
初
心
者
講
習

北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会

◎
申
込
み
・
問
合
せ

阿
仁
公
民
館
a

82-

２
２
２
０�

◎
申
込
み
・
問
合
せ

合
川
公
民
館
a

78-

２
１
１
４�

Ｅ
Ｍ
石
け
ん
と
米
の
と
ぎ
汁

　
　
　
　
　
　
発
酵
液
づ
く
り
教
室

筆
ペ
ン
講
座

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う�

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
だ
ら
に
き
ょ
う�

あ
い
く
お
う�に

ち
え
ん�

ぼ
う
し
ゅ
う
ざ
ん
し
ゅ
げ
ん
そ
う�

ご
え
つ�
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●公民館活動　●生涯学習
●文化振興　●学校　●スポーツ

地域で学び、活動する�
皆さんを応援します�
北秋田市教育委員会

　６月13日、第38回さなぶり運動会が、鷹巣南小学

校グラウンドで開かれました。この運動会は地域住

民の体力の向上、親睦と融和を目指す目的で行われ

ているものです。�

　当日は快晴に恵まれ、田植えや農作業もひと段落

した地域住民が一堂に会する機会となり、子どもか

ら高齢者まで230人を超える参加者になりました。プ

ログラムは走る競技より遊競技を多く取り入れ、25

集落を６色に分けて行いました。種目の中でも、二人

三脚リレー、水ため競争、ちゃんぽんリレーなどは色

別対抗とあって、大きな声援を受けながら懸命の走

りを繰り広げましたが、あわてて転倒する場面もあ

り、その度に歓声が上がりました。�

　参加者は、競技を楽しみながら快適な汗を流し、

喜びを分かち合い、交流を深めた一日になりました。�

�

�

　中央公民館定期講座として「手織り」講座が開講に

なりました。この講座は６月～２月まで毎月１回開催

され、受講生13人はオリジナルの作品づくりに挑戦

します。　�

　講師に小川もと子先生をお迎えし、第１回目はまず

織り機の組み立てから行いました。織り機は簡単に持

ち運べるものですが、一つひとつの組み立てに苦戦し

ながらそれぞれが自分の織り機を組み立てました。�

　次回から、実際に糸を通して作品づくりに取り組

みますが、それぞれどんな作品を作り上げようか思

いをふくらませていました。�
手　織　り　講　座
 ～中央公民館定期講座～�

地域住民の交流と親睦
～七日市地区さなぶり運動会開かれる～�

 大盛会！「ふるさと再発見」
～栄公民館定期講座～�

　栄地区は素晴らしい歴史と文化に恵まれ、貴重で

優れた文化財・遺産がたくさん残っています。これら

に触れることにより、ふるさとの良さを改めて認識し、

大切に保存・継承しようというねらいで実施しました。

　第１回目は、太田の旧家長谷川家を訪問し、13代当

主佑司氏所蔵で市指定文化財「天保飢饉見聞実録」を

はじめ、明治維新の功労者の貴重な掛軸などを閲覧し、

70人の参加者からは「すごい！」という感嘆の声が聞

かれました。�

　立派な庭園や古文書・道具類が収められている蔵

も見学した人は「ぜひ一度入って見たかった」と、満

足そうでした。�

　他に、墓地内の「子安地蔵」「六地蔵」なども見学し、

地域の歴史や文化を再発見することができました。�

　次回は、摩当地区を予定しています。�

　　　　　　　　問合せ　栄公民館（a62‐0744）�

�

　
織
り
機
の
組
み
立
て
作
業
か
ら

始
ま
っ
た
手
織
り
講
座

▲

　
掛
軸
や
古
文
書
な
ど
貴
重
な
資

料
の
説
明
を
受
け
る
参
加
者

▲

　
力
を
合
わ
せ
た
綱
引
き
競
技
等

地
域
の
交
流
「
さ
な
ぶ
り
運
動
会
」

▲
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後期高齢者医療保険制度�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す�

本
年
度
よ
り
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、２
年
ご
と
に
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、平
成
22
年
度
か
ら
保
険
料
率

が
変
更
さ
れ
ま
す
。平
成
21
年
度
の
所
得
に
応
じ
て
確
定

し
た
保
険
料
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
が
平
成
22
年
７

月
中
旬
頃
皆
様
に
送
付
し
ま
す
。�

　
保
険
料
は
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
徴
収
）と
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
徴
収
）に
よ
る
方
が

い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

【
均
等
割
額
の
軽
減
】

　
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
方
に
適
用
さ
れ
る
保
険

料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、平
成
21
年
度
と
同
じ
割
合

で
継
続
さ
れ
ま
す
。�

【
所
得
割
額
の
軽
減
】

　
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
方
に
適
用
さ
れ
る
保
険

料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、平
成
21
年
度
と
同
じ
割
合

で
継
続
さ
れ
ま
す
。�

��������

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、原
則
と
し
て
年
金
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、左
記
の

お
問
い
合
わ
せ
先
の
窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
で
、特
別
徴

収（
年
金
か
ら
の
徴
収
）か
ら
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。変
更
に
よ
り
、世
帯
全
体
の
所
得
税
や

住
民
税
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　�

【
保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て
】�

　
２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
保
険
料
率
は「
秋
田
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」が
決
定
し
て
い
ま
す
。市
町
村

で
は
、広
域
連
合
が
決
定
し
た
保
険
料
率
に
基
づ
き
、保

険
料
の
通
知
や
納
付
書
を
皆
様
に
送
付
し
て
い
ま
す
。ま

た
、制
度
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、秋

田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

（http://w
w
w
.akita-kou

iki.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　�

�

均等割額と所得割額

均等割額�

所得割額�

※（　）内は前年までの数値

保険料の内訳

38,925円（38,426円）�

7.18％（7.12％）�

保険料 ＝ 均等割額 ＋ 所得割額�
(所得×所得額率）�

▼均等割額とは
　県内の加入者全員に等しく納めて�
　いただく金額�
▼所得額割とは�
　加入者本人の所得に応じて納めて�
　いただく金額�

均
等
割
額
・
所
得
割
額
の
軽
減

世帯主及び被保険者の総所得金額�
が下記基準を超えない世帯

軽減
割合

均等割額

基礎控除額（330,000円）

被保険者全員の年金収入80万円
以下で、その他各所得がない

基礎控除額（330,000円）+350,000円�
×被保険者の数

２割
（30,700円）

基礎控除額（330,000円）+245,000円�
×被保険者の数
（世帯主である被保険者を除く）

５割
（19,200円）

8.5割
（5,700円）

９割
（3,800円）

後期高齢者医療に加入する前日に、職
場の健康保険等の被扶養者であった方

９割
（3,800円）

5,838円

3,892円

3,892円

19,462円

31,140円

※（　）内は前年までの数値

被
保
険
者
本
人
の
総
所
得
金
額
等

軽
減
割
合

58
万
円
以
下

５
割

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は
、

１
５
３
万
円
〜
２
１
１
万
円
以
下
）

特
別
徴
収
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

　
　
　
　
　
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
65
歳
か
ら
74
歳

の
前
期
高
齢
者
で
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　
今
回
は
、本
年
度
か
ら
変
更
と
な
る
保
険
料
の
内
容
と
８
月
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
の
送
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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後期高齢者医療制度／福祉医療受給者証�

　
今
ま
で
の
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
た
後
期
高
齢
者
医

療
の「
保
険
証
」が
新
し
く
な
り
ま
す
。北
秋
田
市
で
は
、

７
月
下
旬
に
、加
入
者
の
皆
様
に
送
付
い
た
し
ま
す
。申

請
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。８
月
１
日
以
降
は
、

必
ず
新
し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
は
、被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
、自
己
負
担

割
合
が
１
割
の
方
と
３
割
の
方
が
い
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

方
は
、納
税
相
談
の
う
え
、窓
口
交
付
に
な
り
ま
す
。�

����������【
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ
】

　
平
成
21
年
中
の
所
得
で
、世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
と
な
る
世
帯
の
方
は
、入
院
時
の
食
事
代
と
１
か
月
の

医
療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に
な
る「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。現
在
、交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、引
き
続
き
世

帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
の
方
に
つ
い

て
は
、８
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る「
限
度
額
適
用･

標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」を
保
険
証
と
一
緒
に
送
付
い
た
し

ま
す
。送
付
さ
れ
た
方
は
、以
前
の
証
を
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、平
成
21
年
中
の
所
得
で
、世
帯
員
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
世
帯
で
あ
っ
て
も
、以
前
に
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。交
付
を
受
け

た
い
方
は
、左
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
で
、申
請
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

���

　
広
域
連
合
や
市
町
村
職
員
に
な
り
す
ま
し
、保
険
証
を

だ
ま
し
取
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。手
口
は
、

「
保
険
証
の
更
新
時
期
な
の
で
、古
い
保
険
証
を
回
収
に

来
ま
し
た
。新
し
い
保
険
証
は
後
日
郵
送
し
ま
す
」と
説

明
し
、だ
ま
し
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。だ
ま
し
取
ら
れ

た
保
険
証
は
、身
分
証
明
書
と
し
て
悪
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

▽
新
し
い
保
険
証
は
、７
月
下
旬
に
発
送
予
定
で
す
。�

▽
職
員
が
直
接
訪
問
し
、古
い
保
険
証
を
回
収
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん�

▽
も
し
不
審
な
訪
問
を
受
け
た
場
合
は
、絶
対
に
そ
の
場

で
保
険
証
は
渡
さ
ず
、左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 �

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
▽
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
班
　
　
a

62-

１
１
１
８

　
▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
a

78-

２
１
１
２

　
▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
a

72-

３
１
１
５

　
▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
a

82-

２
１
１
２�

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

《今までお使いの保険証》

（有効期限）　�

平成22年７月31日まで�

※８月１日以降は、使用できません�

（有効期限１年間）　�

平成22年８月１日から�

平成23年７月31日まで�

※７月下旬にご自宅へ送付されます�

《新しい保険証》

保
険
証
の
詐
取
に
注
意

さ
し
ゅ

福祉医療受給者証の受給者番号が変更になります福祉医療受給者証の受給者番号が変更になります
現在お持ちの受給者は使用できなくなります！！

　平成23年４月から義務化されるレセプトのオンライン化に伴い、現在の福祉医療者受給者証の受給者番号

が変更されます。そのため、現在お持ちの受給者証は平成22年７月31日以降使用できなくなります。７月下旬

までに新しい受給者証を世帯ごとにお送りしますので、枚数と内容をご確認のうえご利用ください。�

　古い受給者証は有効期限が残っていても、受給者番号が変更になるため使用できませんので必ず破棄してく

ださいますようお願いいたします。�

　なお、市で所得確認ができない場合（１月１日以後の転入、未申告等）は、総合窓口課及び各総合窓口センター

へ所得証明を提出してください。対象の方には別途通知書を送付いたします。�

　※加入されている健康保険（社保、共済、国保など）の変更や住所が変更になった場合も各総合窓口センター

　　及び総合窓口課での手続きが必要となります。�

　◆お問合わせ　総合窓口課国保年金班　a62－1118
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平成22年度国民健康保険税について�

◆
国
保
の
税
率
等
と
算
定
方
式

　
国
保
の
重
要
な
財
源
で
あ
る

国
保
税
は
、下
記
表
①
〜
③
項

目
の
３
方
式
で
算
定
し
、１
年

間
の
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。　

国
保
税
は
、医
療
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
分（
以
下「
支
援

金
分
」と
い
う
）と
介
護
分（
40

歳
か
ら
64
歳
の
加
入
者
が
い
る

世
帯
の
み
）を
合
算
し
た
も
の

が
課
税
さ
れ
ま
す
。な
お
、本
年

度
の
税
率
等
は
下
記
の
表
の
と

お
り
で
す（
昨
年
度
と
同
様
）が
、

医
療
分
の
課
税
限
度
額
が
47
万

円
か
ら
50
万
円
に
、支
援
金
分

が
12
万
円
か
ら
13
万
円
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。�

◆
平
成
22
年
度
の
税
率
等�

　
平
成
22
年
度
の
国
保
税（
医

療
分
・
支
援
金
分
・
介
護
分
）の

税
率
等
は
表
の
と
お
り
で
す
。�

①
所
得
割
▽
各
加
入
者
の
前
年
中
の
課
税
所
得
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
33
万
円
を
差
し
引
い
た
額
に
応
じ
て
計
算
。�

②
均
等
割
▽
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
。（
人
数
割
）�

③
平
等
割
▽
１
世
帯
に
い
く
ら
と
計
算
。（
世
帯
割
）�

④
課
税
限
度
額
▽
１
世
帯
に
課
税
さ
れ
る
年
税
額
の
上

限
。�

※
特
定
世
帯
と
は
、国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行（
75
歳
到
達
）す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
保
の
被
保
険
者
が
１
人
に
な
る
世
帯
。�

�
◆
国
保
税
の
納
め
方�

　
国
保
で
は
一
人
一
人
が
被
保
険
者
で
す
が
、加
入
は
世

帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。も
し
、世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
国
保

加
入
者
で
な
い
場
合（
擬
制
世

帯
主
）で
も
、世
帯
に
一
人
以
上

国
保
加
入
者
が
い
れ
ば
国
保
税

の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
に
な

り
ま
す
。納
税
通
知
書（
納
付
書
）

は
世
帯
主
宛
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、近
く
の
金
融
機
関
や
市
役
所（
本
庁
及
び
各
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
、出
張
所
）の
会
計
窓
口
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。（
納
税
組
合
加
入
の
方
は
各
組
合
が
定
め
る
方
法

に
よ
り
納
め
て
く
だ
さ
い
。※
特
別
徴
収
の
方
は
納
税
組

合
扱
い
に
な
り
ま
せ
ん
）。口
座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い

る
方
は
、各
納
期
限
の
日
に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落

と
し
に
な
り
ま
す
。納
付
書
、ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
を「
普
通
徴
収
」と
言
い
ま
す
。�

　
な
お
、国
保
に
加
入
す
る
世
帯
主
の
方
で
、一
定
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、国
保
税
が
年
金
か
ら
天
引

き
さ
れ
ま
す
。こ
れ
を「
特
別
徴
収
」と
言
い
ま
す
。�

�

◆
国
保
税
の
特
別
徴
収�

　
国
保
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

国
保
税
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
納
税
方
法
で
す
。�

　
特
別
徴
収
の
対
象
者
は
、

左
記
の
条
件
を
全
て
満
た
し

て
い
る
方
で
す
。�

○
平
成
22
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
納
税
義
務
者
が
老
齢

等
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
国

保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。�

○
国
保
の
被
保
険
者
が
、全
員
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。�

○
納
税
義
務
者
の
老
齢
等
年
金
の
給
付
額
が
年
額
18
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
。�

○
納
税
義
務
者
の
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
額
が

年
金
給
付
額
の
２
分
の
１
以
下
で
あ
る
こ
と
。�

○
納
税
義
務
者
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
こ
と
。�

【
平
成
22
年
度
】�

▽
特
別
徴
収
／
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月�

　
国
民
健
康
保
険
は

　
国
民
健
康
保
険
は
、万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て

万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て
、加
入
者
が
お
互

加
入
者
が
お
互

い
に
協
力
し
て
お
金

い
に
協
力
し
て
お
金（
国
保
税

国
保
税
）を
出
し
合
い

を
出
し
合
い
、医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す

医
療
費
に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。国
保
税
は

国
保
税
は
、制
度
の
維
持

制
度
の
維
持
・
運

営
と
加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す

営
と
加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

　
国
民
健
康
保
険
は
、万
が
一
の
病
気
や
け
が
な
ど
に
備
え
て
、加
入
者
が
お
互

い
に
協
力
し
て
お
金（
国
保
税
）を
出
し
合
い
、医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
に
あ
て
る
相
互
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。国
保
税
は
、制
度
の
維
持
・
運

営
と
加
入
者
の
健
康
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き�

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き�

み
ん
な
で
支
え
合
い
健
康
い
き
い
き�

国保

医 療 分

支援金分

介 護 分

７．５％�

１．７％�

２．０％�

（47万円）５０万円�

（12万円）１３万円�

１０万円�

２０，０００円�

２，０００円�

６，０００円�

２０，０００円�

２，０００円�

５，０００円�

�

１０，０００円�

１，０００円�

５，０００円�

�

特定世帯以外

③平等割 〈１世帯あたり〉②均等割
①所得割区　分 ④課税限度額

特定世帯

（　）内は平成21年度の金額

〈1人あたり〉

　広報きたあきた　22．７．１　�21

健康とくらしを守るみんなの国保�

※
22
年
度
の
４
月
・
６
月
・
８
月
は
前
年
度（
21
年
度
）の

２
月
の
税
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。（
仮
徴
収
）�

※
納
税
義
務
者
の
事
情
に
よ
り
、特
別
徴
収
か
ら
口
座
振

替
納
税
へ
の
変
更
が
可
能
で
す
。詳
細
及
び
申
し
出
は
下

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。�

�

◆
国
保
税
の
普
通
徴
収
の
納
期�

�����

◆
国
保
税
の
軽
減�

　
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
の
国
保
加
入
世
帯
の
世
帯

主
、加
入
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
前
年
中
の
合

算
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。�

▽
平
成
22
年
４
月
２
日
以
降
に
加
入
し
た
世
帯
や
世
帯

主
の
変
更
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、そ
の
時
点
の
加
入
者
及

び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
前
年（
１
月
以
降
は
前
々
年
）

中
の
合
算
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。�

▽
軽
減
割
合
は
、左
記
の
判
定
基
準
に
従
っ
て
７
割
・
５

割
・
２
割
と
な
り
、軽
減
額
は
医
療
分
、支
援
金
分
、介
護

分
そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
割
・
平
等
割
の
７
・
５
・
２
割
の
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。�

�������

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
は�

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
た
め
国
保
の
被

保
険
者
資
格
を
喪
失
し
た
方
で
、こ
の
資
格
を
喪
失
し
た

日
の
前
日
の
月
以
降
５
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
限

り
、継
続
し
て
同
一
世
帯
に
属
し
て
い
る
方
。�

◆
非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽
減
制
度�

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
っ

た
失
業
者
の
方
々
に
つ
い
て
、新
し
い
軽
減
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、雇
用
保
険
の
特
定
受
給

資
格
者
及
び
特
定
理
由
離
職
者
の
方
に
つ
い
て
、翌
年
度

末
ま
で
、前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し

て
算
定
す
る
も
の
で
す
。�

　
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、本
庁
、各
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
の
国
保
窓
口
で
届
出
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
の
際
に
は
、雇
用
保
険
の

受
給
者
資
格
証
と
印
鑑
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

�

◆
国
保
税
の
減
免
等

　
災
害
や
疾
病
、倒
産
に
よ
る
失
業
な
ど
、や
む
を
得
な

い
事
情
の
発
生
に
よ
る
著
し
い
収
入
減
少
、ま
た
は
生
活

困
窮
状
態
で
、納
期
限
の
延
長
や
猶
予
を
行
っ
て
も
、な

お
担
税
力
が
な
い（
国
保
税
を
納
付
す
る
と
生
活
が
困
難

と
な
る
状
況
）と
認
め
ら
れ
る
と
一
時
的
な
救
済
措
置
と

し
て
国
保
税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に

は
納
期
限
前
７
日
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。申
請
は
税

務
課
市
民
税
班（
市
役
所
分
庁
舎
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
所
定
の
申
請
書
等
は
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
で
交
付
し

ま
す
）�

　
ま
た
、社
会
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

さ
れ
た
方
の
被
扶
養
者（
65
歳
以
上
）で
あ
っ
た
方
が
、国

保
に
加
入
さ
れ
る
場
合
に
は
減
免
が
適
用
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。（
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）�

�

◆
国
保
税
を
滞
納
す
る
と�

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
保
税
を
納
め

な
い
で
い
る
と
、一
旦
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合（
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
）

が
あ
り
ま
す
。�

　
納
税
が
困
難
な
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、早
め
に
分

割
納
付
な
ど
の
納
税
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。�

�

◆
国
保
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で
！�

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、国
保
税
は
金
融
機
関
の
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、一
度
手
続
き
を
す
る
と
翌

年
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
。納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
手

間
も
は
ぶ
け
、納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。便
利

で
安
心
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！�

　
お
申
し
込
み
は
、①
国
保
税
の
納
付
書
、②
預
金
通
帳
、

③
通
帳
届
出
印
を
お
持
ち
に
な
り
、市
指
定
金
融
機
関（
市

内
の
金
融
機
関
は
全
て
指
定
済
）で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。�

�

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　

▽
税
務
課
市
民
税
班（
課
税
）　
　
　
　
a

62-

１
１
１
６

▽
税
務
課
収
納
班（
収
納
）　
　
　
　
　
a

62-

１
１
１
５

▽
総
合
窓
口
課
国
保
年
金
班（
鷹
巣
）　
a

62-

１
１
１
８

▽
合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
a

78-

２
１
１
２

▽
森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
a

72-

３
１
１
５

▽
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
a

82-

２
１
１
２

７
割

５
割

２
割

（
世
帯
主
を
除
く
加
入
者
数
＋

世
帯
主
を
除
く
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

×
24
万
５
千
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

（
加
入
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

×
35
万
円
＋
33
万
円
以
下
の
場
合

軽
減
判
定
基
準
額

軽
減
割
合

33
万
円
以
下
の
場
合

国保税の軽減�

第
５
期
＝
11
月
末

第
６
期
＝
12
月
25
日

第
７
期
＝
１
月
末

第
８
期
＝
２
月
末

第
１
期
＝
７
月
末

第
２
期
＝
８
月
末

第
３
期
＝
９
月
末

第
４
期
＝
10
月
末

（
所
得
未
申
告
者
が
い
な
い
こ
と
）�
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住宅リフォーム緊急支援事業�

��

▽
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
る

こ
と

▽
申
請
者
及
び
工
事
す
る
住
宅
に
住
む
親

族
が
、市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

��

▽
市
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

▽
賃
貸
し
て
い
る
住
宅
又
は
賃
貸
す
る
予

定
の
住
宅
で
な
い
こ
と�

　
右
記
の
ほ
か
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の
。�

・
申
請
者
が
所
有
し
、住
ん
で
い
る
住
宅

で
あ
る
こ
と�

・
親
又
は
子
が
所
有
し
、申
請
者
が
住
ん

で
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と�

・
親
又
は
子
が
所
有
し
、住
ん
で
い
る
住

宅
で
あ
る
こ
と�

・
申
請
者
が
所
有
し
、親
又
は
子
が
住
ん

で
い
る
住
宅
で
あ
る
こ
と�

��

▽
工
事
費
用
が
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る

工
事
で
あ
る
こ
と

▽
市
内
に
本
店
の
あ
る
業
者
又
は
市
に
住

民
登
録
さ
れ
た
個
人
が
工
事
す
る
こ
と�

（
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）�

・
公
共
工
事
の
施
行
に
伴
う
補
償
費
の
対

象
と
な
る
工
事
費
用�

・
門
や
塀
等
、い
わ
ゆ
る
外
構
工
事
費
用�

・
重
複
計
上
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
他
の

補
助
制
度
を
利
用
す
る
工
事
の
費
用�

・
そ
の
他
、補
助
金
の
交
付
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
の
費
用�

��

◎
工
事
費
の
10
分
の
１
の
金
額�

　
た
だ
し
、補
助
金
の
額
が
20
万
円
を
超

え
る
と
き
は
、20
万
円
と
す
る（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）�

��

■
受
付
開
始
　
７
月
１
日
か
ら�

■
申
請
場
所
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班

（
市
役
所
森
吉
庁
舎
）／
生
活
課
地
域
推
進

班（
市
役
所
本
庁
舎
）／
合
川
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
／
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー�

■
申
請
方
法
　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
次

の
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い�

・
工
事
契
約
書
ま
た
は
請
書
の
写
し�

・
内
訳
明
細
書
の
写
し�

・
工
事
着
工
前
の
写
真（
施
工
箇
所
が
は

っ
き
り
判
る
写
真
）�

・
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類�

����

　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

72-

５
２
３
９�

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
」�

住
宅
の
改
造
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
補
助
を
し
ま
す�

　
市
民
の
み
な
さ
ま
が
市
内
業
者
を
利
用
し
て
住
宅
の

増
改
築
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。

秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援�

事
業
の
申
請
も
取
り
次
ぎ
し
ま
す
。�

１
、
対
象
と
な
る
方�

２
、
対
象
と
な
る
住
宅�

３
、
対
象
と
な
る
工
事�

４
、
補
助
金
額�

５
、
申
請
受
付�

お
問
い
合
わ
せ�

補 助 事 業 申 請 フ ロ ー �

北秋田市�申請者�

補助金交付申請�
工事内容の審査�
工事費の審査など�

交付決定通知�工事�
着手�

工事�
完了�

工事完了報告�
工事内容の確認�
工事費の確認など�

補助金額の確定通知�

補助金請求書�

補助金の交付�

北
秋
田
市�

�
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木造住宅耐震診断補助事業／国民年金保険料の免除制度�

北
秋
田
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
事
業�

１
、対
象
と
な
る
住
宅�

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に�

　
建
築
さ
れ
た
木
造
戸
建
住
宅�

　（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、店
舗�

　
等
部
分
の
面
積
が
２
分
の
１�

　
未
満
を
対
象
と
し
ま
す
）�

２
、対
象
と
な
る
方�

　
・
市
内
の
耐
震
診
断
士
と
耐
震
診
断
の
契
約
を
す
る
方�

　
・
住
宅
を
所
有（
共
有
を
含
む
）す
る
個
人
で
あ
る
こ
と�

　
・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と�

３
、補
助
金
額�

　
要
し
た
費
用
の
３
分
の
２
の
金
額（
た
だ
し
、３
万
円
を

　
限
度
と
す
る
）�

４
、申
請
受
付�

　
受
付
時
期
　
７
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
２
月
末
日
ま
で�

　
申
請
場
所
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班（
市
役
所
森
吉

　
庁
舎
）／
生
活
課
地
域
推
進
班（
市
役
所
本
庁
舎
）／
合

　
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
／
阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー�

　
申
請
方
法
　
補
助
金
交
付
申
請
書
に
以
下
の
書
類
を
添

　
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い�

　
▼
住
宅
の
付
近
見
取
図�

　
▼
住
宅
の
建
築
時
期
及
び
所
有
者
が
確
認
で
き
る
書
類�

　
▼
耐
震
診
断
費
用
の
見
積
書
の
写
し�

　
▼
住
宅
に
借
家
人
が
住
ん
で
い
る
場
合
は
、耐
震
診
断

　
　
の
実
施
に
係
る
同
意
書�

　
　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班
　
a

72-

５
２
３
９�

　
地
震
の
際
、
倒
壊
等
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
係
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問

国民年金保険料の免除制度をご存じですか？�

問

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、申請により保険料の納付が免除さ
れる「保険料免除制度」があります。

　保険料の全額（月額15,100円）が免除されます。�
　全額免除された期間は、保険料を全額納付した
ときに比べ、年金額が２分の１として計算されます。�
（平成21年３月までは３分の１）�

　前年の所得が以下の計算式で計算した金額の
範囲内であること。�
　（扶養親族等の数＋１）×35万円＋22万円

　保険料の一部を納付し、残りの保険料が免除され
ます。一部納付期間は、保険料を全額納付したときに
比べ、年金額は次の割合で計算されます。�
①４分の１納付（3,780円）�
   　　年金額８分の５（平成21年３月分までは２分の１）�
②半額納付（7,550円）�
   　　年金額８分の６（平成21年３月分までは３分の２）�
③４分の３納付（11,330円）�
   　　年金額８分の７（平成21年３月分までは６分の５）

　前年の所得が以下の計算式で計算した金額の範囲
内であること。�
①４分の１納付 �
  78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等�
②半額納付�
　118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等�
③４分の３納付�
　158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

○申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主の方も所

得基準の範囲内であることが必要です�

○平成22年７月から23年６月までの申請について

は、前年（平成21年）の所得で審査を行います�

○一部納付（一部免除）制度は、納付すべき一部の保

険料を納付されない場合、その期間の一部免除が無

効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の

額に反映されず、また、障害や�

死亡といった不測の事態が生�

じた場合に年金を受け取るこ�

とができない場合があります�

鷹巣年金事務所　a62-1497�
市役所総合窓口課国保年金班　a62-1118

一部納付（一部免除）制度�一部納付（一部免除）制度� 全額免除制度全額免除制度�全額免除制度�

一部納付となる所得の「めやす」

全額免除となる所得の「めやす」

平成21年７月分～22年６月分　　７月末日まで受付�

平成22年７月分～23年６月分　　７月１日から受付�

平成21年７月分～22年６月分　　７月末日まで受付�

平成22年７月分～23年６月分　　７月１日から受付�

国民年金保険料免除申請期間�
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

■公民館�
中央公民館　　　a６２－１１３０�
【ロビー展】初瀬武美写真展�
▼７/５（月）母と子のわくわく広場＝
10:00～11:30�

合川公民館　　　a７８－２１１４�
【ロビー展】合川俳句会（7/3～7/16）
鷹巣切り絵同好会（7/20～）�
▼７/４（日）第４回合川地区文化交流
会＝10:30～12:00／第22回合川芸文
祭＝12:30～16:00�

森吉公民館　　　a７２－３２５９�
【サロン展】押し花サークル�
▼７/４（日）地域おこしバラエティ
ショー＝12:00～15:00�
▼７/12（月）森吉大学移動研修＝
8:30～16:30�
▼７/24（土）笑顔いっぱい『おはなし
と人形劇』＝19:00～20:30�

阿仁公民館　　　a８２－２２２０�
【ロビー展】絵手紙�
▼７/６（火）上桧木内「豊齢学園」、阿
仁「松森延寿学級」第20回交流学習会�
＝10:00～14:00�
▼７/25（日）健康講演会「認知症高齢
者の理解と対応」＝13:00～14:30�

■文化会館　a６２－３３１１�
▼７/11（日）女性合唱団る・それいゆ15
周年記念コンサート＝15:00～　　大
人1500円�
▼７/17（土）おはなしでてこい＝
14:00～�

■スポーツ　a６２－３８００�
▼７/２（金）～４（日）県民体育大会フェ
ンシング競技＝合川体育館�
▼７/３（土）大館北秋田小学校２区野
球大会＝中央公園野球場�
▼７/11（日）第65回天皇賜杯軟式野
球北秋田予選＝中央公園野球場�
▼７/11（日）第５回北秋田市ソフトボー
ル協会会長杯＝河川敷野球場・ソフト
ボール場�
▼７/17（土）～19（月）中学校全県総
体剣道大会＝合川体育館�
▼７/18（日）第33回東日本軟式野球
大会北秋田予選＝中央公園野球場�
▼７/22（木）あじさいウオーク＝翠
雲公園�
▼７/24（土）～25（日）ＪＡあきた北
央少年野球大会＝森吉野球場・合川野
球場�

問
申

前売

問

▼７/25（日）夏井昇吉旗争奪柔道
大会＝合川体育館�

▼７/25（日）第18回東日本軟式野球
選手権大会北秋田予選＝中央公園野球場�

▼７/27（火）28（水）第45回家庭婦人
バレーボール大会・第11回８人制バレー
ボール大会＝森吉総合スポーツセンター�

▼７/30（金）～31（土）ＪＡ学童野
球大会＝中央公園野球場�

▼７/31（土）全県ユニカール大会
＝鷹巣体育館�

▼7/31（土）～8/1（日）小・中学校招
待バスケットボール大会＝合川体育館�

　
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
の
臨
時
休
館�

　
作
業
停
電
の
た
め
、次
の
期
間
を
臨

時
休
館
と
し
ま
す
。�

期
間
　
７
月
14
日（
水
）〜
15
日（
木
）�

※
天
候
や
作
業
等
の
状
況
に
よ
り
、臨

時
休
館
日
が
前
後
し
ま
す
の
で
、使
用

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い�

　
　
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

60-

５
５
６
６

　
サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室�

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
教
室�

期
日
　
７
月
７
日（
水
）、14
日（
水
）�

　
　
　
　
　
21
日（
水
）、28
日（
水
）�

時
間
　
19
時
30
分
〜
21
時�

場
所
　
合
川
体
育
館�

▼
ミ
ニ
テ
ニ
ス
体
験
教
室�

期
日
　
７
月
５
日（
月
）、12
日（
月
）、�

　
　
　
　
　
19
日（
月
）、26
日（
月
）�

時
間
　
19
時
30
分
〜
21
時�

場
所
　
合
川
体
育
館�

▼
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室�

期
日
　
７
月
12
日（
月
）、19
日（
月
）、26
日（
月
）�

時
間
　
19
時
〜
21
時�

場
所
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
体
育
館�

【
共
通
事
項
】　
参
加
費（
１
回
）�

　
大
人
２
０
０
円
、子
ど
も
１
０
０
円�

　
　
　
合
川
体
育
館
　
a

78-

２
１
７
８�

お
知
ら
せ�

▼プール教室　初心者水泳／初級水泳／中級水泳／上級水泳／選
手コース／楽楽水中健康／水中運動／エンジョイアクアビクス／
スキンダイビング／子供水泳�

各種教室開催中�※曜日、時間はお問い合わせください

▼トレーニング教室　シェイプアップ／�
ボクササイズ／バランスボール／高齢者体操�

イベント情報�

▼水中運動会（参加無料）
　日時　７月10日（土）10:30～12:00�
　対象　小学生１年～６年�
▼市民プール無料キャンペーン�
市民プールを１回無料で利用できる
優待券を発行します。※先着200名様

▼命を守る着衣水泳（参加無料）
　日時　７月18日（日）�
　　　　13:00～15:00�
　対象　高校生以上�
　内容　着衣泳、１次救命処置�
　　　　（心肺蘇生法・ＡＥＤ）�

北秋田市民プール�

月曜～金曜 10:00～21:00�
土曜～日曜 10:00～17:30

◆屋内温水プール�
 （25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用）

◆トレーニングルーム�
 （ランニングマシン、各種ウエイトマシン）

プール利用（個人） 小学生100円 中学生200円 高校生300円 一般500円

トレーニング利用（個人）  　　　中学生 50円 高校生100円 一般200円

a６２-５００１�問
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お・知・ら・せ�

健
　
康 

　
健
康
推
進
課
　

62-

６
６
６
６�

問

　
母
子
健
康
手
帳
交
付�

期
日
　
７
月
５
日（
月
）、�

　
　
12
日（
月
）、20
日（
火
）、26
日（
月
）�

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分�

※
手
続
き
終
了
ま
で
約
50
分
か
か
り
ま

す
。余
裕
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い�

　
７
月
の
乳
児
健
診
・
相
談�

���

▽
４
か
月
児
健
康
診
査�

　
期
日
　
７
月
27
日（
火
）�

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時�

　
対
象
　
平
成
22
年
３
月
生
ま
れ
の
子�

▽
７
か
月
児
育
児
相
談�

　
期
日
　
７
月
８
日（
木
）�

　
受
付
時
間
　
９
時
45
分
〜
10
時�

　
対
象
　
平
成
21
年
12
月
生
ま
れ
の
子�

▽
10
か
月
児
健
康
診
査�

　
期
日
　
７
月
８
日（
木
）�

　
受
付
時
間
　
12
時
45
分
〜
13
時�

　
対
象
　
平
成
21
年
９
月
生
ま
れ
の
子�

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室�

　
期
日
　
７
月
16
日（
金
）�

　
受
付
時
間
　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分�

　
対
象
　
平
成
21
年
７
月
１
日
〜
８
月

　
21
日
生
ま
れ
の
子�

�

　
健
康
相
談�

期
日
・
場
所

　
▽
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
15
日（
木
）�

　
▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
29
日（
木
）�

　
▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
８
日（
木
）�

時
間
　
10
時
〜
11
時
30
分�

内
容
　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
等�

持
ち
物
　
健
康
手
帳�

（
な
い
方
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
）�

　
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会�

日
時
　
７
月
16
日（
金
）�

時
間
　
13
時
〜
15
時�

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で

す（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）�

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い�

　
小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う�

　
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気
に

困
っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

a

♯
８
０
０
０
　
ま
た
は
、�

a

０
１
８-

８
８
４-

３
３
７
３�

相
談
時
間
　
19
時
30
分
〜
22
時
30
分�

※
秋
田
県
医
療
薬
事
課
で
担
当
し
ま
す�

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
）�

日
時
　
７
月
22
日（
木
）�

時
間
　
18
時
〜
20
時�

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
調
理
実
習
、パ
パ
の
妊
婦
体
験�

対
象
　
22
年
10
月
〜
12
月
出
産
予
定
者�

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン�

申
込
締
切
　
７
月
15
日（
木
）�

　
食
育
ジ
ュ
ニ
ア
参
加
者
募
集�

期
日
・
場
所�

　
①
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
28
日（
水
）�

　
②
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
７
月
30
日（
金
）�

　
③
阿
仁
文
化
セ
ン
タ
ー
　
８
月
４
日（
水
）�

　
④
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
８
月
５
日（
木
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時�

対
象
　
小
学
１
年
生（
市
内
）　�

参
加
料
　
無
料�

内
容
　
地
元
生
産
者
に
よ
る
講
話
、食

育
ゲ
ー
ム
、ク
ッ
キ
ン
グ
、昼
食
な
ど�

定
員
　
各
会
場
25
人（
先
着
順
）�

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、子
ど
も
用
は
し
、

ス
プ
ー
ン
、お
し
ぼ
り
、内
履
き�

申
込
締
切
　
①
７
月
15
日（
木
）／
②
７

月
16
日（
金
）／
③
７
月
22
日（
木
）／
④

７
月
23
日（
金
）�

※
送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。詳
細

は
申
込
者
に
後
日
通
知
し
ま
す�

　
あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
募
集�

期
日
　
７
月
22
日（
木
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
12
時
30
分�

場
所
　
翠
雲
公
園（
あ
じ
さ
い
公
園
）�

参
加
費
　
無
料�

持
ち
物
　
昼
食
、飲
み
物
、雨
具�

申
込
締
切
　
７
月
８
日（
木
）�

※
全
地
区
か
ら
バ
ス
送
迎
が
あ
り
ま
す

（
要
申
込
み
・
先
着
順
）�

　
臨
時
職
員
の
募
集（
栄
養
士
）�

応
募
用
件
　
市
内
在
住
者（
年
齢
不
問
）

で
次
の
資
格
を
有
す
る
者
。①
栄
養
士

免
許
、②
普
通
自
動
車
運
転
免
許�

勤
務
先
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

募
集
人
数
　
１
人
　�

業
務
内
容
　
乳
幼
児
・
成
人
等
の
栄
養
指
導�

任
用
期
間
　
平
成
22
年
８
月
１
日
〜
平

成
23
年
３
月
31
日�

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分�

日
給
　
６
５
０
０
円�

応
募
方
法
　
健
康
推
進
課
へ
履
歴
書
、

栄
養
士
免
許
の
写
し
を
提
出
※
郵
送
可�

応
募
締
切
　
７
月
12
日（
月
）�

選
考
方
法
　
書
類
審
査�

　
　
　
〒
０
１
８-

３
３
１
５�

　
　
北
秋
田
市
宮
前
町
９-

69
　�

　
　
健
康
推
進
課
　
a

62-

６
６
６
６�

�

む
し
歯
の
な
い
子�

（
３
歳
児
健
診
）�

明

石

す

み

か

 

畠

山

は

る

と

 

嶺

脇

り

こ

 

津

谷

ぎ

ん

じ

 

鈴

木

ゆ

い

 

花

田

ゆ

う

と

 

佐

藤

ゆ

づ

き

 

九

島

き

ら

り

 

武

藤

ね

お

ん

 

伊
藤
し
ゅ
う
せ
い 

奥

山

り

ん

か

 

相

馬

ら

い

と

 

佐

藤

そ

ら

た

 

今

川

ま

さ

や

 

富
樫
ゆ
う
せ
い 

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん�

ち
ゃ
ん

前

野

藤

株

南
鷹
巣

深

関

あ
け
ぼ
の
町

舟

場

東
中
岱

東
中
岱

糠

沢

高
野
尻
団
地

あ
け
ぼ
の
町

前

野

元

町

前

野

東
中
岱

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー�

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、バ
ス
タ
オ
ル
他�

申

問
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

�

　
介
護
予
防
支
援
講
座（
７
月
〜
９
月
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。３
ヶ
月

分（
７
月
〜
９
月
）を
申
込
み
く
だ
さ
い
。�

①
７
月
９
日（
金
）＝
運
動「
快
適
歩
行
の

た
め
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
」�

②
８
月
20
日（
金
）＝
保
健「
血
圧
管
理
で

介
護
予
防
」�

③
９
月
10
日（
金
）＝
栄
養「
楽
し
く
無
理

な
く
食
生
活
の
改
善
」�

④
９
月
24
日（
金
）＝
お
口
の
ケ
ア「
若
さ

の
秘
訣
は
お
口
の
老
化
予
防
か
ら
」�

【
共
通
事
項
】�

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分�

場
所
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド（
①
の
み
北
欧

の
杜
公
園
）�

定
員
　
30
人
　
受
講
料
　
無
料�

申
込
締
切
　
期
間
内
い
つ
で
も
申
込
み
可�

　
　
　
介
護
予
防
拠
点
施
設
げ
ん
き
ワ
ー

ル
ド
　
　
　
　
　
　
　
a

60-

１
３
３
５�

　
い
の
ち
の
総
合
相
談
会（
無
料
）�

　
自
殺
予
防「
秋
田
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」メ
ン
バ
ー
、弁
護
士
、司
法
書
士
、産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
悩
み
を

解
決
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。�

期
間
　
６
月
29
日（
火
）〜
７
月
３
日（
土
）�

時
間
　
10
時
〜
17
時�

場
所
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

相
談
内
容
　
心
の
悩
み
、多
重
債
務
、中

小
企
業
経
営
者
の
相
談
、家
庭
や
職
場
の

悩
み
、精
神
疾
患
な
ど�

※
県
の
補
助
金
で
行
う
相
談
会
で
す�

　
　
秋
田
こ
こ
ろ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
れ
も
ん
の

会
無
料
電
話
）
a

０
８
０
０-

８
０
０-

８
１
５
６�

　
夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル�

　「
中
学
生
の
日
常
、学
校
生
活
と
関
連

す
る
法
や
ル
ー
ル
」を
題
材
と
し
た
授
業

を
行
い
ま
す
。弁
護
士
数
名
が
参
加
し
、

生
徒
に
法
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
企
画
で
す
。�

期
日
　
７
月
30
日（
金
）�

時
間
　
10
時
30
分
〜
15
時
40
分�

場
所
　
秋
田
弁
護
士
会（
秋
田
市
山
王
六

丁
目
２
番
７
号
）�

対
象
　
秋
田
県
内
在
住
の
中
学
生
、教
員�

定
員
　
中
学
生
24
人
、教
員
10
人�

（
要
申
込
み
／
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

受
講
料
　
無
料�

申
込
締
切
　
７
月
16
日（
金
）�

　
　
　
秋
田
弁
護
士
会
事
務
局�

　
　
　
a

０
１
８-

８
６
２-

３
７
７
０�

　
２
０
１
０
あ
き
た
水
と
緑
の
森
林
祭�

　
秋
田
の
豊
か
な
水
と
緑
を
未
来
へ
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、今
年
も
次
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

日
時
　
７
月
31
日（
土
）　
10
時
〜
15
時�

会
場
　
県
立
北
欧
の
杜
公
園�

内
容
　
▼
記
念
式
典
▼
森
づ
く
り
活
動
▼

第
51
次
南
極
観
測
隊
隊
長
と
同
行
記
者
と

の
対
談
▼
秋
田
杉
カ
ヌ
ー
体
験
▼
セ
グ
ウ
ェ

イ
展
示
試
乗
▼
花
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
▼
地
元

特
産
品
販
売
▼
Ｂ
級
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
▼

超
神
ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
な
ど�

※
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業
で
す�

　
　
秋
田
県
森
林
整
備
課�

　
　
　
a

０
１
８-

８
６
０-

１
７
４
１�

　
県
立
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
０�

　
大
学
や
学
部
紹
介
の
ほ
か
、学
生
と
の

懇
談
、進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
、模
擬
講
義
、

実
験
公
開
、学
食
ラ
ン
チ
体
験
な
ど「
県

大
生
ラ
イ
フ
」を
体
験
で
き
ま
す
。�

▼
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス（
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
）

期
日
　
７
月
17
日（
土
）�

時
間
　
10
時
〜
16
時�

　
　
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス�

　
　
　
　
a

０
１
８
４-

27-

２
０
０
０�

▼
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス（
生
物
資
源
科
学
部
）

期
日
　
８
月
１
日（
日
）�

時
間
　
８
時
30
分
〜
16
時�

　
　
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス�

　
　
　
a

０
１
８-

８
７
２-

１
５
０
０�

※
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
鷹
巣
発
の
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す（
要
予
約
）�

　
第
13
回
国
際
教
養
大
学
公
開
講
座�

期
日
　
７
月
３
日（
土
）�

時
間
　
13
時
30
分
〜
16
時
15
分�

場
所
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
▼「
外
国
人
居
住
者
が
地
域
活
性

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」ケ
リ
ー
・
キ
ン

グ
氏（
助
教
）▼「
地
元
経
済
を
元
気
に
す

る
方
法
、エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」

山
本
尚
史
氏（
准
教
授
）▼「
国
際
化
が
地

方
活
性
化
の
カ
ギ
」勝
又
美
智
雄
氏（
図

書
館
長
兼
教
授
）▼
自
由
討
論（
会
場
か

ら
の
質
問
に
答
え
ま
す
）�

　
　
国
際
教
養
大
学
企
画
課
・
地
域
交
流

チ
ー
ム   

a

０
１
８-

８
８
６-

５
９
０
４�

　
防
衛
省
・
自
衛
官
等
採
用
説
明
会�

日
時
　
７
月
10
日（
土
）　
10
時
〜
12
時�

場
所
　
中
央
公
民
館�

※
予
約
は
不
要
、入
退
場
は
自
由
で
す�

　
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部
大
館

出
張
所
　
a

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８�

お
知
ら
せ�

申

問

問

申

問

　中心市街地の活性化と賑わいの創
出を目的に、軽トラック市・フリー
マーケットを開催します。�
　新鮮な野菜や山菜等でみなさんを
お待ちしています。来客者には景品
やソーメンのサービスなども用意し
ています。ぜひご来場ください。�
　～出店者も募集しています！～�

■期日　８月１日（日）�
■時間　９時～13時�
■場所　鷹巣銀座通り商店街�

　　北秋田市商工会　　a62-1850�
　　市役所商工観光課　a72-3112

問

軽トラック市�
フリーマーケット開催�

問

問 問問問
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お・知・ら・せ�

　
不
動
産
取
得
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て�

　
土
地
や
建
物
を
取
得
し
た
方
は
、取
得

し
た
日
か
ら
60
日
以
内
に
不
動
産
取
得

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。�

　
申
告
書
用
紙
は
、北
秋
田
地
域
振
興
局

県
税
部
及
び
市
町
村
の
税
務
担
当
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
住

宅（
特
例
適
用
住
宅
）を
取
得
し
た
場
合

や
特
例
適
用
住
宅
用
の
宅
地
を
取
得
し

た
場
合
に
は
、必
要
書
類
を
添
え
て
申
告

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、不
動
産
取

得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部�

　
　
　
　
a

０
１
８
６-

49-

２
２
１
１

　
入
国
警
備
官
採
用
試
験�

１
次
試
験
日
　
９
月
26
日（
日
）�

受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方�

受
付
期
間
　
▼
郵
送
・
持
参
＝
７
月
20
日

（
火
）〜
８
月
３
日（
火
）▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
＝
７
月
20
日（
火
）〜
７
月
27
日（
火
）�

　
　
仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課�

　
　
　
a

０
２
２-

２
５
６-

６
０
７
６�

　
全
国
一
斉「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」�

期
間
　
７
月
４
日（
日
）ま
で�

時
間
　
８
時
30
分
〜
19
時（
３
日
、４
日

は
10
時
〜
17
時
）�

応
対
　
子
ど
も
人
権
委
員
、人
権
擁
護
委
員
等�

専
用
電
話
　
a

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０�

問

小又風穴を訪ね 夏の涼を楽しむ！�

秋田内陸線「フットパス」ツアー�

■日時　８月１日（日）　９時15分～14時�
■参加条件　内陸線に乗車して参加できる方／�

４時間程度を歩ける方�

■行程　阿仁前田駅(集合)＝小又冷水＝風穴＝沼＝

福寿寺＝いぼとり地蔵＝阿仁前田駅(解散)�

■内陸線　【行き】鷹巣８:15発→阿仁前田９:11着、

角館７:08発→阿仁前田９:11着�

【帰り】阿仁前田15:17発→鷹巣15:55着、阿仁前田

14:35発→角館16:07着（急行）�

■旅行代金　１，３００円（別途、内陸線の乗車券が

必要です。ホリデーフリーキップがお得です）�

■募集人数　２５人（先着順／最小催行人員15人）�

■申込締切　７月29日（木）�

■服装・持ち物　トレッキングに適した服装と履

物、雨具、着替え、昼食、飲物等�

※内陸線「フットパス」メンバーの案内ガイド付き�

　　　秋田内陸線旅行センター　a60-1111

ないりっくん�ないりっくん�

申問

第60回 社会を明るくする運動�
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ�

　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯し
た人たちの更生について理解を深め、それぞれの
立場に置いて力を合わせ、犯罪や非行のない地域
社会を築くために『社会を明るくする運動』が全国
的に展開されています。�
　第６０回目を迎えた今年度は、北秋田市がモデ
ル地区として市民集会・街頭パレードを行います。
　市民の皆様のご参加とご協力をお願いします。�

■日時　７月１6日（金）　15時～�
■場所　北秋田市文化会館�
※雨天の場合は、市民集会のみ行います�
　　福祉課地域福祉班　a62-8001問

■
７
月
７
日（
水
）全
血 

【
鷹
巣
地
区
】

県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

13
時
10
分
〜
15
時
30
分�

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
た
か
の
す
店�

15
時
50
分
〜
16
時
30
分�

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル�

10
時
〜
12
時�

鷹
巣
年
金
事
務
所�

14
時
30
分
〜
15
時
30
分�

い
と
く
鷹
巣
南
店�

15
時
40
分
〜
16
時
30
分�

北
秋
田
市
商
工
会�

13
時
10
分
〜
14
時
20
分�

■
８
月
２
日（
月
）全
血 

【
鷹
巣
地
区
】

吉
野
の
郷�

10
時
〜
11
時
30
分�

児童扶養手当・特別児童扶養手当�
児童扶養手当とは・・・�

　父母が離婚、父が１年以上行方不明、父が死亡した

場合などにより児童を養育している母または養育者で、

前年の所得が一定額未満の場合に受給できます。�

特別児童扶養手当とは・・・�

　心身に障害のある20歳未満の児童を養育している

方で、前年の所得が一定額未満の場合に受給できます。�

※手当は条件によって該当しない場合もあります�

◆現況届について�

■面接日　森吉地区＝８月２日（月）～３日（火）�

　　合川・阿仁地区＝８月５日（木）～６日（金）�

　　　　　鷹巣地区＝８月10日（火）～12日（木）　�

■時間　９時～18時�

■場所　市役所または住居地区の総合窓口センター�

▽１月２日以降に北秋田市へ転入された方は、課税

証明と戸籍謄本が必要です�

▽該当者には市からの通知を出しますが、通知が届

かない場合はご連絡ください�

▽都合のつかない方はご連絡ください�

　　福祉課こども福祉班　a62-6638問

問
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

あいかわ

よないざわ

北欧の杜公園

あきた北空港

川井 北欧の杜公園

至比内

三木田

秋
田
内
陸
線

秋
田
内
陸
線

国
道
２
８
５
号
線

国
道
２
８
５
号
線

国
道
１
０
５
号
線

国
道
１
０
５
号
線

李
岱
李
岱

●
合
川
南
小

●
合
川
南
小

至７号線

至阿仁

至
二
ツ
井

至
二
ツ
井

あいかわ

よないざわ

あきた北空港

至比内

三木田

秋
田
内
陸
線

国
道
２
８
５
号
線

国
道
１
０
５
号
線

李
岱

★

あじさいまつり�
会場�

★

川井

●
合
川
南
小

翠雲公園�

至７号線

至阿仁

至
二
ツ
井

あじさいまつり�
会場�

�

　
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』

▼
ワ
ー
ド
入
門
講
座�

期
日
　
７
月
12
日（
月
）、15
日（
木
）�

　
　
　
　
　
20
日（
火
）、22
日（
木
）�

時
間
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分�

場
所
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル�

対
象
　
文
字
入
力
の
可
能
な
方（
パ
ソ

コ
ン
持
参
も
可
能
で
す
）�

定
員
　
各
講
習
10
人（
申
込
多
数
は
抽
選
）�

受
講
料
　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）�

申
込
期
限
　
７
月
６
日（
火
）�

　
　
　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

78-

９
２
９
０�

　
企
業
在
職
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室�

①
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
級
講
習�

期
日
　
７
月
14
日（
水
）、15
日（
木
）�

内
容
　
基
礎
知
識
、多
彩
な
デ
ザ
イ
ン

資
料
の
作
成
方
法
を
習
得
す
る�

受
講
料
　
１
０
５
０
円�

申
込
締
切
　
７
月
６
日（
火
）�

②
ブ
ロ
グ
作
成
講
習�

期
日
　
７
月
21
日（
水
）、22
日（
木
）�

内
容
　
ブ
ロ
グ
の
閲
覧
法
、開
設
法
、記

事
入
力
と
編
集
な
ど
を
取
得
す
る�

受
講
料
　
無
料�

申
込
締
切
　
７
月
13
日（
火
）�

【
共
通
事
項
】�

場
所
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

時
間
　
９
時
20
分
〜
16
時�

定
員
　
各
講
習
10
人（
先
着
順
）�

対
象
者
　
企
業
在
職
者
で
文
字
入
力
が

で
き
る
方�

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

１
６
２
６�

　
市
民
公
開
講
座（
参
加
無
料
）

　「
肝
が
ん
予
防
と
治
療
」

期
日
　
７
月
17
日（
土
）�

時
間
　
14
時
〜
16
時（
開
場
13
時
30
分
）�

場
所
　
北
秋
田
市
民
病
院（
３
階
大
会
議
室
）�

内
容
　
▼
講
演
１「
Ｂ
型
・
Ｃ
型
慢
性
肝

炎
の
病
態
」講
師
＝
後
藤
隆
氏（
秋
田
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
消
化
器
内
科

准
教
授
）▼
講
演
２「
当
院
に
お
け
る
Ｂ

型
・
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
診
療
の
現
況
」講
師

＝
小
笠
原
仁
氏（
大
館
市
立
総
合
病
院
第

二
内
科
主
任
部
長
）▼
講
演
３「
秋
田
県

の
肝
炎
対
策
」講
師
＝
小
松
眞
史
氏（
市

立
秋
田
総
合
病
院
副
院
長
）▼
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
患
者
さ
ん
の
質
問
に
応

え
る
Ｑ
＆
Ａ
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
神

谷
彰
氏（
北
秋
田
市
民
病
院
院
長
）／
パ

ネ
リ
ス
ト
＝
講
演
の
講
師
３
人�

　
　（
社
）大
館
北
秋
田
医
師
会�

　
　
　
　
a

０
１
８
６-

43-

４
５
１
１�

　
第
20
回
暴
力
団
壊
滅
秋
田
県
民
大
会�

期
日
　
７
月
８
日（
木
）�

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分�

場
所
　
秋
田
市
文
化
会
館（
秋
田
市
）�

内
容
　
功
労
者
表
彰
、警
察
音
楽
隊
特
別

演
奏
会
、横
堀
あ
た
ご
一
座
の
寸
劇
等�

　
　(

財)

暴
力
団
壊
滅
秋
田
県
民
会
議�

　
　
　
a

０
１
２
０-

８
９
３-

１
８
４�

お
知
ら
せ�

申

問

問問

９:30～
10:00～�
10:30～
11:00～
11:30～
11:30～
12:00～
13:00～
13:50～
14:10～

開会セレモニー
歌謡ショー①�
あいかわ保育園児による野点
さいころゲーム
70ｍ流しそうめん
お楽しみイベント①
スペシャルイベント
歌謡ショー②
お楽しみイベント②
ウルトラマネーゲーム

時間 内　容
プ ロ グ ラ ム �プ ロ グ ラ ム �

会場：翠雲公園�会場：翠雲公園�
すいうんすいうん

１２�１２�７�７�

（日）�（日）�
25７�
（日）�
25７�
（日）�

合川駅前発 翠雲公園発

 無料送迎バス運行�

　８：５０�
　９：５５�
１１：０５

１０：３０�
１１：３０�
１４：３０�
１５：３０

◎お問い合わせ
　商工観光課 観光振興班　�
　a７２－５２４３

合川あじさいまつり�合川あじさいまつり�第� 回�１８�第� 回�１８�

申

問

や

く

ざ

い

や

よ

園児による野点�園児による野点�

70ｍ流しソーメン�70ｍ流しソーメン�
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お・知・ら・せ�

①南鷹巣団地・・・鷹巣字平崎上岱13-2�

　簡易耐火２階建　２ＤＫ　浴槽・風呂釜なし�

　月　額　9,200円～23,000円　※８戸募集�

②松ケ丘団地･･･川井字松石殿1-254★�

　木造平屋１戸建　３ＬＤＫ�

　月　額　15,800円～31,100円�

③冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱94-1�

　木造平屋４戸建　２ＬＤＫ�

　月　額　17,300円～34,100円�

④畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147�

　木造平屋長屋建　１ＬＤＫ�

　月　額　19,400円～38,200円�

⑤上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4-6★�

　木造２階２戸建　３ＬＤＫ�

　月　額　16,400円～32,300円�

⑥東裏簡２団地･･･阿仁水無字畑町東裏49-1�

　簡易耐火２階建　２ＤＫ�

　月　額　10,500円～20,700円�

⑦サンコーポラスなかたい住宅�

　　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-1�

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ�

　月　額　43,100円　共益費　800円�

　駐車場使用料　3,000円（希望者のみ）�

〔募集戸数〕　各階１戸（２階を除く）�

※★印の住宅は単身入居不可です�

※サンコーポラスなかたい住宅の１階には、

加齢や身体の障害等で階段の昇降に支障が

ある方がいる世帯の入居に限ります�

【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）�

【入居資格】�

・収入基準を満たすこと�

・住宅に困窮していることが明らかなこと�

・公租公課を滞納していないこと�

【募集期間】　７月１日（木）～12日（月）土日除く�

【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／

合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター�

市営住宅�
入居者募集�

【現地案内】�

　日時　７月５日（月）又は６日（火）�

　▽森吉地区 9:00～　▽阿仁地区11:00～�

　▽鷹巣地区13:30～　▽合川地区15:30

問 都市計画課 建築住宅班　a72-5246 問

情報公開・個人情報保護制度運用状況�

総務課 総務班　a62-1111

　平成21年度における市の情報公開条
例及び個人情報保護条例の規定に基づく
公文書の公開等についてお知らせします。�

開示請求件数�

全部公開�部分公開�文書等不存在�

請求に対する決定状況�

却 下�
８�

６� ２� －� －�

【個人情報保護制度】
　個人情報の請求件数は２件です�

【不服申立ての状況】
　21年度においては、行政不服審査法に基づく市の実施
機関への異議の申立てはありませんでした。�

開示請求件数�

全部公開�部分公開�文書等不存在�

請求に対する決定状況�

却 下�
２�

－� １� １� －�

【情報公開制度】
　行政情報（公文書等）の公開請求者は、個人が３人、団体
等が５団体で、請求件数は８件です。主な内容は、市が出
資する法人に関する文書、クリーニングに関する文書、開
発行為許可に関する文書などで、その概要は次のとおり
です。�

校章デザイン・校歌歌詞�
を募集しています�

募集期間　平成22年８月10日（火）まで�

応募資格　特になし。どなたでも応募できます�

応募方法　①校章デザイン…▼用紙はＡ４版の白紙�

を用い、15㎝四方の枠内に作品を描画し、【デザインの�

意味やモチーフ】、【住所】、【氏名】、【年齢】、【電話番号】�

を付記して郵送してください。ＦＡＸでは受付できません▼使用

色数は３色以内とし、縮小・単色で使用する場合があることも考

慮してください。色彩のある場合は、あらかじめ色を塗って応募

してください▼応募点数に制限はありません�

②校歌歌詞…▼用紙は自由とし、郵送又はＥメールにより応募し

てください▼歌詞は３番以上あることを必須とします▼作品に

は、【住所】、【氏名】、【年齢】、【電話番号】を付記してください▼応

募点数に制限はありません�

留意事項　応募作品は未発表のものに限ります／応募作品は返

却しません／採用された作品の著作権等一切は県教育委員会に

属します／採用作品を補作の上、使用する場合があります�

応募先　〒018-3454 北秋田市脇神字赤川岱197 鷹巣高等学校

内秋田北鷹高等学校開設準備室　a62-1011�

Ｅメール kitaakitatougo-h@mail2.pref.akita.jp

秋 田 北 鷹�
（　  ）高等学校�あ き た�
ほくよう�

情報公開・個人情報保護制度運用状況�
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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

�

　
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
５
月
》�

▽
慶
弔
費
２
万
５
０
０
０
円（
３
件
）�

▽
会
　
費
９
万
８
５
０
０
円（
16
件
）�

▽
そ
の
他
１
万
０
０
０
０
円（
１
件
）�

▽
合
　
計
13
万
３
５
０
０
円（
20
件
）�

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。�

　
入
札
結
果
の
公
表《
５
月
》�

　《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》�

▼
５
月
の
契
約
に
お
い
て
、２
５
０
万
円

以
上
の
契
約
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
青
い
羽
根
募
金
運
動
に
ご
協
力
を

　
青
い
羽
根
募
金
は
、昭
和
25
年
か
ら（
社
）

日
本
水
難
救
済
会
が
水
難
救
済
事
業
の
推

進
を
目
的
に
始
め
、秋
田
県
に
お
い
て
も

水
難
事
故
の
根
絶
と
事
故
防
止
事
業
の
資

金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
青
い
羽
根
募
金
運
動
の
際
に
は
、市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

事
務
局
＝
特
定
非
営
利
活
動
法
人
秋
田
県

水
難
救
済
会（
a

０
１
８-

８
６
２-

０
８
５
１
）�

　
　
総
務
課
総
務
班
　
a

62-

１
１
１
１�

　
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　
来
春
の
高
卒
者
を
対
象
と
し
た
学
卒
求

人
の
受
付
が
６
月
20
日
よ
り
開
始
さ
れ
ま

し
た
。企
業
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
の

確
保
と
地
元
定
着
に
よ
る
活
力
あ
る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
た
め
、採
用
枠
の
拡
大
と
学

卒
求
人
の
早
期
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
ま
た
、応
募
者
の
適
正
と
能
力
の
み
を

基
準
と
し
た
公
正
な
採
用
選
考
を
お
願
い

し
ま
す
。�

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣
　�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

60-

１
５
８
６�

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15�
16�
17�
18�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
25�
26�
27�
28�
29�
30�
31

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

電話番号
62－1146
62－2882
63－0105
62－1101
62－1155
69－5300
62－7001
78－3161
62－7001
62－1400
62－2261
63－0515
63－2700
82－2351
60－1055
69－7311
62－2882
62－7001
62－1146
62－1101
63－0105
78－3161
72－4501
62－7001
62－1155
62－2261
63－2700
62－1400
60－1055
63－0515
69－7311

医 療 機 関 名
奈 良 医 院
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
盛 岡 外 科 医 院
近 藤 医 院
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
国民健康保険合川診療所
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
津 谷 内 科
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
阿 仁 診 療 所
うえだクリニック
児玉内科クリニック
藤 原 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
佐々木産婦人科医院
国民健康保険合川診療所
公立米内沢総合病院
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
津 谷 内 科
たむら内科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
うえだクリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表�夜間�
診療�

（診療時間 午後６：３０～９：００）

の納期限税
国民健康保険税　第１期

８月２日まで

お
知
ら
せ�

問

固 定 資 産 税　第２期

▼眼科（診察日の変更と休診のお知らせ）

　・７月５日から眼科の診察日は次のとおり変更します。�

　《変更後》診察日　月曜日、火曜日�

　・７月27日（火）休診�

▼耳鼻咽喉科（休診のお知らせ）　▼脳外科（休診のお知らせ）�

　７月12日（月）午後休診　　　　　当分の間、水曜日の診察は�

　７月21日（水）午前・午後休診　　休診とします。�

　７月26日（月）午後休診�

▼耳鼻咽喉科（診察について）�

　耳鼻咽喉科では、「月曜日の午後」と「水曜日の午後」

　の診察について、次の方を対象とした診察とします。�

　診察対象　19歳未満の方・予約された方�

　　北秋田市民病院　a62－7001

　市民病院に対するご意見ご要望などがございましたら、病

院内に設置しています「ご意見箱」または、市役所医療推進課

要望受付担当までお気軽にお寄せください。�

　　医療推進課地域医療班　a62－6626

北秋田市民病院からのお知らせ

北秋田市民病院へのご意見・ご要望はこちらへ�

問

問

問
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お・知・ら・せ�
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５
月
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日
〜
６
月
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出
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お
誕
生
お
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で
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人口と世帯数�

※５月31日現在住民基本台帳による

総人口　37,408人（44人減）

　男　　17,611人（18人減）

　女　　19,797人（26人減）

出　生　14人　転　入　37人

死　亡　57人　転　出　37人

世帯数  14,576世帯（増減なし）

前月比
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７
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米代川花火大会�米代川花火大会�
�第19回北秋田市�

/１０７
(土)/１０７
(土)

午後７時３０分打上げ開始午後７時３０分打上げ開始

※交通規制　18：00～22：00

北秋田市米代川花火大会実行委員会　a62－1851
■お問い合わせ�■お問い合わせ�

光と音が
　北秋田市の夜空に
　　舞い踊る

光と音が
　北秋田市の夜空に
　　舞い踊る

雨天順延（翌日開催）

宝くじコンサート�宝くじコンサート�

【日時】 ９月25日（土）�
開場/13:30  開演/14:00

【場所】 北秋田市文化会館（ファルコン）�

�

◎プログラム�
　[ベートーヴェン]�
　交響曲５番 ハ短調 作品67「運命」�
　[ドヴォルザーク]�
　交響曲９番 ホ短調 作品95「新世界」�

◎入場料金（税込）《全席指定》�
　一　般　　　3,000円�
　高校生以下　1,500円�

【日時】 ９月25日（土）�
開場/13:30  開演/14:00

【場所】 北秋田市文化会館（ファルコン）�

◎プログラム�
　[ベートーヴェン]�
　交響曲５番 ハ短調 作品67「運命」�
　[ドヴォルザーク]�
　交響曲９番 ホ短調 作品95「新世界」�

◎入場料金（税込）《全席指定》�
　一　般　　　3,000円�
　高校生以下　1,500円�

（当日3,500円）�

（当日2,000円）�

※都合により曲目等を変更する場合があります。�

（当日3,500円）�

（当日2,000円）�

※宝くじ助成による特別料金です。
※未就学のお子様の同伴・入場はご
　遠慮ください

管弦楽／東京フィルハーモニー交響楽団管弦楽／東京フィルハーモニー交響楽団

※都合により曲目等を変更する場合があります。�

東京フィルハーモニー交響楽団�
特別公演�

北秋田市文化会館開館20周年記念

駐車場花火大会会場

▼▼

鷹
巣
橋

▼

帰り

★＝花火打ち上げ場所

米代川

堤防通路

会場付近�
案内図�

P★

★

西
鷹
巣
大
橋

◎お問い合わせ�
　北秋田市文化会館�
　a62－3311

◎お問い合わせ�
　北秋田市文化会館�
　a62－3311

７�/５�
前売開始�

指揮／小林 研一郎

jjjjjjjj
10：00～�

○満田 聡Ｃ

日活書店／北秋協販／福助堂／森

吉コミュニティセンター／阿仁公

民館／合川公民館／ひまわりの家

／中央公民館／北秋田市文化会館

　文化会館発売分について、整理

券を配布します。

日時：７月５日　午前７時30分～

場所：文化会館前

◎チケット取扱店

◎整理券配布

主催：北秋田市、秋田県、㈶自治総合センター　後援：ＮＨＫ秋田放送局、㈶ＮＨＫサービスセンター主催：北秋田市、秋田県、㈶自治総合センター　後援：ＮＨＫ秋田放送局、㈶ＮＨＫサービスセンター

⇒ ⇒ 一方通行区間 ⇒⇒ ▲

堤防通路▼

車
両

車
両

　広報きたあきた　22．７．１  32　広報きたあきた　22．７．１  32
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